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詩
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争
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い
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詩
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口
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念
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四-

ａ 

若
い
詩
人
た
ち
と
野
口
の
関
係 

九-

四-
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詩
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滅 

九-

六-

ｃ 

詩
集
〉
表
象
抒
情
詩
集
《（1

9
2
5

～1
9
2
7

）
―
―
世
界
へ
発
信
さ
れ
た
〇
太

陽
崇
拝
〈 

九-

七 

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
芭
蕉 

 

第
十
章 

 

昭
和
戦
前
期
詩
壇
に
お
け
る
野
口
の
位
置 

十-

一 

詩
雑
誌
〉
詩
神
《 

十-

二 
 

詩
雑
誌
〉
詩
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六-

ａ 

戦
時
下
の
日
本
詩
人
と
、
野
口
へ
の
眼
差
し 

 

十-

六-
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境
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境
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〉
芸
術
の
東
洋
主
義
《
に
み
る
詩
人
の
役
割
認
識 

十
二-

四 

大
正
か
ら
昭
和
へ 

十
二-

四-

ａ 

二
重
生
活
の
一
元
化 

十
二-

四-

ｂ 

傍
観
者
の
暴
力
と
、〇
詩
の
金
堂
〈
の
崩
壊 

 

十
二-

四-

ｃ 

〉
わ
れ
日
本
人
な
り
《(1

9
3
8
) 

十
二-

五 

キ
プ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
か
ら
み
る
野
口
の
〇
世
界
意
識
〈 

十
二-

六 

野
口
の
〇
世
界
意
識
〈
と
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
思
想 

十
二-

七 

共
感
を
生
む
〃
境
界
〄
性 

 

第
十
三
章 

 

ア
ジ
ア
と
の
交
流
と
、
ア
ジ
ア
認
識 

 

十
三-

一 

日
本
と
イ
ン
ド
の
関
係 

十
三-

一-

ａ 

野
口
米
次
郎
と
イ
ン
ド 

十
三-

一-

ｂ 

〇
日
印
協
会
〈
を
中
心
に 

十
三-

二 

二
〇
世
紀
初
頭
の
西
欧
世
界
の
地
殻
変
動
と
Ｒ･

タ
ゴ
ー
ル 

十
三-

一-

ａ 

タ
ゴ
ー
ル
の
国
際
デ
ビ
ュ
ー 

十
三-

一-

ｂ 

一
九
一
六
年
前
後
の
日
本
の
タ
ゴ
ー
ル
評
価 

十
三-

三 

野
口
の
タ
ゴ
ー
ル
認
識 

十
三-

三-

ａ 

タ
ゴ
ー
ル
と
の
距
離 

十
三-

三-

ｂ 

イ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
理
解 

十
三-

四 

イ
ン
ド
旅
行
―
―
イ
ン
ド
の
混
沌
と
魅
力 

 

十
三-

四-

ａ 

イ
ン
ド
講
演
旅
行
の
背
景
と
自
己
認
識 

十
三-

四-

ｂ 

魯
迅
の
野
口
評
価
と
失
望 

十
三-

四-

ｃ 

イ
ン
ド
知
識
人
た
ち
と
の
出
逢
い 

十
三-

四-

ｄ 
T

h
e G

a
n

g
es C

a
lls M

e(1
9
3
8
)

と
二
重
性 

十
三-

五 

タ
ゴ
ー
ル
と
の
論
争 

 

十
三-

五-

ａ 

国
際
的
な
政
治
論
争 

 

十
三-

五-

ｂ 

野
口
の
〇
日
本
を
背
負
う
者
の
苦
悩
〈 

十
三-

六 

日
本
の
戦
争
と
イ
ン
ド
独
立 

十
三-

六-

ａ 

日
本
と
イ
ン
ド
の
温
度
差 

十
三-

六-

ｂ 

国
際
放
送
へ
の
協
力 

十
三-

六-

ｃ 

イ
ン
ド
独
立
の
呼
び
か
け 

十
三-

六-

ｄ 

ガ
ン
ジ
ー
へ
の
称
賛
と
共
感 

十
三-

七 

〇
闘
争
〈
の
歴
史
、
そ
し
て
メ
レ
デ
ィ
ス
の
森 

 

第
十
四
章 

 

ラ
ジ
オ
と
刊
行
書
籍
に
見
る
〇
戦
争
詩
〈 

十
四-

一 

〇
戦
争
詩
〈
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル 

 
十
四-

一-

ａ  

〇
拙
劣
な
詩
人
〈
の
刻
印 

 

十
四-
一-

ｂ 

〇
戦
争
詩
〈
の
概
説 

十
四-
一-
ｃ 

当
時
の
〇
戦
争
詩
〈
認
識 

十
四-

二 

戦
争
詩
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム 
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十
四-

三 

〉
宣
戦
布
告
《(1

9
4
2
)

の
両
義
性 

 
十
四-

三-

ａ 

ラ
ジ
オ
の
〃
御
用
詩
人
〄 

 
十
四-
三-

ｂ 

削
除
処
分 

 

十
四-
三-
ｃ 

最
後
の
二
篇 

―
―
詩
人
間
で
の
評
価 

 

十
四-

三-
ｄ 
〇
大
東
亜
建
設
の
失
敗
〈
の
先
に
あ
る
も
の 

十
四-

四 

〉
八
紘
頌
一
百
篇
《(1

9
4
4
)

の
両
義
性 

 

十
四-

四-

ａ 

体
制
迎
合
か
ら
の
逸
脱 

 

十
四-

四-

ｂ 

〉
八
紘
頌
一
百
篇
《
の
内
容 

 

十
四-

四-

ｃ 

最
後
の
三
篇 
―
―
自
ら
の
消
滅 

十
四-

五 

革
新
へ
の
意
識 

 

第
十
五
章 

 

父
か
ら
子
へ
：
子
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
野
口
の
普
遍
性 

十
五-

一 

敗
戦
後
の
著
作 

十
五-

二 

イ
サ
ム
へ
の
系
譜 

十
五-

二-

ａ 
‘‘L

ik
e
 a

 P
a
p
er L

a
n

te
rn

’’ 

と
〃
あ
か
り
〄
シ
リ
ー
ズ 

 

十
五-

二-

ｂ 

〇
親
譲
り
の
仕
事
〈 

十
五-

二-

ｃ 

イ
サ
ム
が
所
持
し
た
父
・
米
次
郎
の
著
作 

十
五-

二-

ｄ 

太
陽
の
構
想 

十
五-

三 

後
輩
詩
人
た
ち
の
戦
後
評
価
―
―
蔵
原
伸
二
郞
と
金
子
光
晴 

 

第
三
部 

ま
と
め 

 

結
論 

 

参
考
文
献 

 

資
料
篇 

   

凡
例 

 

・ 

本
文
は
、
新
字
新
仮
名
を
基
本
と
す
る
。
が
、
著
者
の
流
儀
に
よ
り
異
体
字
（
旧
字
）

を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。 

・ 

日
本
語
の
著
作
の
場
合
、
作
品
名
、
雑
誌
記
事
名
に
は
〇
〈、
書
物
（
書
籍
）
名
と
新
聞
・

雑
誌
名
に
は
〉
《
を
用
い
る
。 

・ 

外
国
語
の
著
作
の
場
合
、
作
品
や
雑
誌
記
事
に
は‘‘  

’’

を
、
書
物
の
題
名
や
雑
誌
名
は

イ
タ
リ
ッ
ク
を
用
い
る
。 

・ 

本
論
で
頻
繁
に
扱
わ
れ
る
英
語
雑
誌
名
に
は
、〉
《
で
日
本
語
表
記
し
た
あ
と
、
原
語
イ

タ
リ
ッ
ク
と
す
る
。（
例
、〉
ラ
ー
ク
《T

h
e L

a
rk

） 

 

※
野
口
米
次
郎
の
書
籍
物
は
、T

h
e S

p
irit of J

a
p
a
n

ese P
oetry

(1
9
1
4
)

と
、
そ
の
翻

訳
書
〉
日
本
詩
歌
論
《(1

9
1
5
)

と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
別
作
品
と
し
て
区
別
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
書
名
は
翻
訳
し
な
い
。
野
口
以
外
の
欧
文
書
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に

は
イ
タ
リ
ッ
ク
表
記
の
後
に
仮
和
訳
を
、〉
・
・
《（
仮
題
名
、
堀
）、
と
入
れ
る
。） 

 

・ 

引
用
は
、
比
較
的
長
い
も
の
は
、
本
文
と
区
別
す
る
た
め
に
、
前
後
一
行
空
け
、
全
体

を
二
字
下
げ
と
す
る
。
原
文
の
改
行
部
分
か
ら
引
用
す
る
場
合
は
冒
頭
を
さ
ら
に
一
字

下
げ
る
。（
つ
ま
り
冒
頭
三
字
下
げ
の
も
の
は
原
文
改
行
部
か
ら
の
引
用
で
、
冒
頭
二
字

下
げ
の
も
の
は
原
文
の
途
中
か
ら
の
引
用
を
意
味
す
る
。）本
文
の
途
中
に
引
用
す
る
場

合
は
、々

 

〆
を
付
す
。
引
用
箇
所
は
、
典
拠
の
表
記
、
発
表
時
の
表
記
に
従
う
。 

・ 

キ
ー
ワ
ー
ド
や
強
調
、
ま
た
〇
い
わ
ゆ
る
〈
を
意
味
す
る
語
句
に
は
、〃 

〄
を
用
い
、

引
用
箇
所
々 

〆
と
の
混
同
を
さ
け
る
。 
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序
章 

 
日
本
人
が
僕
の
日
本
語
の
詩
を
讀
む
と
、 

『
日
本
語
の
詩
は
ま
づ
い
ね
、
だ
が
英
語
の
詩
は
上
手
だ
ら
う
よ
』
と
い
ふ
、 

西
洋
人
が
僕
の
英
語
の
詩
を
讀
む
と
、 

『
英
語
の
詩
は
讀
む
に
堪
え
な
い
、
然
し
日
本
語
の
詩
は
定
め
し
立
派
だ
ら
う
』
と
い
ふ
。 

實
際
を
い
ふ
と
、 

僕
は
日
本
語
に
も
英
語
に
も
自
信
が
無
い
。 

云
は
ば
僕
は
二
重
國
籍
者
だ
…
… 

日
本
人
に
も
西
洋
人
に
も
立
派
に
な
り
き
れ
な
い
悲
し
み
…
… 

不
徹
底
の
悲
劇
…
… 

馬
鹿
な
、
そ
ん
な
こ
と
を
云
ふ
に
は
時
既
に
遅
し
だ
、 

笑
つ
て
の
け
ろ
、
笑
つ
て
の
け
ろ
―
― 

 
 

 
 
 

（『
二
重
国
籍
者
の
歌
』
中
「
序
詩
」） 

 
 

〇-

一 

は
じ
め
に 

 

二
〇
世
紀
前
半
期
に
、
国
際
的
に
最
も
知
名
度
の
あ
っ
た
日
本
詩
人
と
い
え
ば
、
野

口
米
次
郎
（1874-1947

）、
あ
る
い
は
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
野

口
米
次
郎
は
、
日
本
文
化
の
特
質
を
英
語
で
執
筆
し
て
、
生
前
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー

ン

（Lafcadio 
H

earn:1850-1904

）

や

タ

ゴ

ー

ル(Rabindranath 
Tagore:1861-1941)

と
比
較
さ
れ
て
「
世
界
的
詩
人
」
と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
て
い

た
。
英
語
と
と
も
に
日
本
語
に
お
い
て
も
多
彩
な
言
論
活
動
を
行
い
、
戦
前
の
日
本
で

は
、
国
際
的
文
化
人
の
大
御
所
と
し
て
若
い
世
代
か
ら
尊
敬
を
集
め
て
も
い
た
。
し
か

し
戦
後
は
、「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
は
い
え
、
一
般
的
に
は
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な

り
、
日
本
文
学
史
の
表
舞
台
か
ら
は
姿
を
消
し
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
生
涯
や

作
品
史
を
通
観
す
る
研
究
は
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 

近
現
代
詩
史
で
は
、
野
口
が
英
詩
を
書
い
て
英
米
文
壇
で
好
評
を
博
し
、
帰
国
後
に

あ
や
め
会
を
企
画
し
て
す
ぐ
に
解
散
し
た
と
い
う
話
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
何
も
具
体
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
『
日
本
文
学

大
辞
典
』（
新
潮
社
、
一
九
五
一
年
）
に
は
、
英
米
詩
壇
で
の
デ
ビ
ュ
ー
の
こ
と
や
ま
た

日
本
詩
壇
で
は
あ
や
め
会
の
設
立
と
解
散
、
一
九
一
四
年
に
英
国
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
詩
を
書
い
て

い
る
こ
と
や
海
外
に
日
本
文
化
を
知
ら
し
め
た《
第
一
人
者
》と
は
記
さ
れ
て
い
て
も
、

そ
の
内
実
の
紹
介
は
な
い1

。
ま
た
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』(

講
談
社
、
一
九
七
七

年)

に
お
い
て
も
、
日
本
語
の
著
作
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
野
口
の
経
歴
と
し
て
は
一
九
一
四
年
の
英
国
講
演
の
後
に
一
九
一
九
年
か
ら
一
九

二
〇
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
各
地
で
講
演
を
行
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
終

わ
っ
て
い
る2

。『
増
補
改
訂
・
新
潮
日
本
文
学
辞
典
』（
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
）
で
も
、

英
米
文
壇
で
の
デ
ビ
ュ
ー
の
経
緯
の
解
説
が
中
心
で
、
一
九
一
四
年
の
英
国
講
演
ま
で

が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る3

。 

こ
れ
ら
文
学
事
典
類
の
「
野
口
米
次
郎
」
に
関
す
る
記
述
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

日
本
帰
国(

一
九
〇
四)

以
後
の
経
歴
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
野
口
の
日
本
語
詩
集
『
二
重
国
籍
者
の
詩
』
に
触
れ
、
日
本
詩
歌
や

浮
世
絵
や
伝
統
文
化
に
つ
い
て
数
多
く
の
随
筆
や
評
論
を
国
外
に
向
け
て
書
い
た
国
際

的
な
人
物
、
日
本
語
詩
の
《
表
現
や
発
想
が
普
通
の
詩
人
と
異
質
》4

で
《
一
種
生
硬
な

翻
訳
風
な
印
象
を
与
え
る
と
と
も
に
、
新
鮮
な
効
果
を
与
え
る
独
自
》5

の
詩
人
、《
ユ

ニ
ー
ク
な
詩
人
》6

な
ど
と
書
か
れ
て
は
い
て
も
、
大
正
期
以
降
の
日
本
詩
壇
で
の
活
動

や
詩
史
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
は
漠
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
期
の
戦

争
協
力
に
つ
い
て
も
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

な
ぜ
、
帰
国
後
の
活
動
が
示
さ
れ
ず
、
野
口
米
次
郎
の
日
本
文
壇
で
の
存
在
が
見
過

ご
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
日
本
近
代
文
学
史
を
考
察
す
る
上
で
の
大
き

な
陥
穽
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
事
典
類
は
野
口
の
中
期
以
降
に
つ
い
て
、
言
及
を

避
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
じ
つ
は
野
口
米
次
郎
は
、
戦
後
の
多
く
の
研
究
者
の
間
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で
は
―
―
一
部
に
は
そ
う
で
は
な
い
研
究
者
も
あ
ら
わ
れ
た
も
の
の
―
―
か
な
り
低
い

評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 

最
大
の
理
由
と
し
て
は
、「
日
本
主
義
」
に
は
し
っ
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」、「
戦
争

協
力
者
」
と
い
っ
た
負
の
レ
ッ
テ
ル
が
大
き
く
作
用
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
少
な

く
と
も
野
口
の
戦
時
期
活
動
に
関
し
て
追
究
検
証
す
る
研
究
者
は
あ
ら
わ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
点
に
関
し
て
「
軽
蔑
」「
嫌
悪
」「
忘
却
」
以
上
の
反
応
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
戦
後
に
具
体
的
検
証
の
さ
れ
ぬ
ま
ま
曖
昧
に
封
印
さ
れ
て
き
た
諸
問
題

は
あ
ま
り
に
多
い
が
、
野
口
に
つ
い
て
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。 

た
と
え
ば
、
野
口
に
つ
い
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
タ
ゴ
ー
ル

と
の
間
で
日
中
戦
争
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
国
際
論
争
を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人

道
主
義
者
タ
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
、
野
口
は
、
日
本
帝
国
主
義
を
弁
護
し
た
「
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
」
と
し
て
、
国
際
的
に
愚
か
さ
を
露
呈
し
た
喜
劇
役
者
と
し
て
、
記
憶
さ
れ
て

い
る
。（
ち
な
み
に
イ
ン
ド
で
は
、
全
国
民
的
に
崇
拝
さ
れ
て
い
る
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
と
論

戦
を
交
わ
し
た
日
本
人
と
し
て
、
野
口
の
名
前
は
思
い
の
ほ
か
知
ら
れ
て
い
る7

。） 

ま
た
「
戦
争
協
力
者
」
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
に
加
え
て
、
野
口
を
、
未
熟
な
英
語
に

よ
っ
て
日
本
紹
介
を
し
て
世
界
詩
人
の
名
を
手
に
し
た
二
流
詩
人
、
二
流
の
日
本
紹
介

者
、と
軽
視
す
る
傾
向
が
根
強
く
存
在
す
る
。ほ
そ
ぼ
そ
と
続
い
て
い
る
野
口
研
究
も
、

全
て
が
と
は
い
わ
な
い
が
、
こ
の
否
定
的
見
解
か
ら
な
お
完
全
に
は
脱
却
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
み
え
る
。
野
口
が
自
ら
に
つ
い
て
《
日
本
語
に
も
英
語
に
も
自
信
が
無
い
》

と
う
た
っ
た
『
二
重
国
籍
者
の
詩
』（
一
九
二
一
年
一
二
月
）
の
「
序
詩
」（
冒
頭
参
照
）

の
イ
メ
ー
ジ
に
引
き
ず
ら
れ
、
ま
た
萩
原
朔
太
郎
が
野
口
に
つ
い
て
、
観
念
、
詩
語
、

情
操
な
ど
が
《
全
体
と
し
て
完
全
な
外
国
人
で
あ
る
》
と
評
し
た
点
が
強
調
さ
れ
る
傾

向
が
つ
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
き
た
萩
原
の
〈
野
口
観
〉

そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
山
卯
三
郎
も
か
つ
て
指
摘

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る8

。
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
、
萩
原
は
《
げ
に
野
口
氏
の
情
想
ほ
ど
、

私
に
と
っ
て
絶
大
の
敬
意
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
な
い
》9

と
述
べ
て
お
り
、
日
本
語
の

未
熟
さ
は
あ
る
も
の
の
、
詩
人
と
し
て
は
傑
出
し
た
情
感
と
理
想
と
哲
学
と
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
と
賞
賛
し
、
尊
敬
の
念
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

朔
太
郎
が
い
か
に
詩
人
と
し
て
の
野
口
を
高
く
評
価
し
尊
敬
し
て
い
た
か
は
、
一
九

二
六
年
五
月
一
一
日
に
起
き
た
〈
中
央
亭
事
件
〉（
本
論
九-

三-

ｄ
）
に
も
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
日
、
中
央
亭
で
開
か
れ
た
詩
話
会
の
席
上
、
野
口
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
で
敬

意
を
表
し
て
立
ち
上
が
っ
た
朔
太
郎
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
の
詩
人
た
ち
が
示

し
た
態
度
に
朔
太
郎
が
憤
怒
し
て
、
乱
闘
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
朔
太
郎
以
外
に
も
、
多
く
の
日
本
の
同
時
代
詩
人
や
後
輩
詩
人
た
ち
が
野
口
を

評
価
し
、
敬
愛
し
て
い
た
事
実
は
、
例
証
に
こ
と
か
か
な
い
。
野
口
は
長
き
に
わ
た
っ

て
日
本
詩
壇
に
存
在
感
を
示
し
、
影
響
力
を
発
揮
し
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
う
い
う
野
口

の
存
在
を
回
復
す
る
な
ら
、
大
正
、
昭
和
戦
前
期
の
詩
壇
の
シ
ー
ン
は
、
ず
い
ぶ
ん
と

様
子
が
ち
が
っ
て
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。 

そ
し
て
、
野
口
米
次
郎
が
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
実
の
父
親
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、

野
口
と
い
う
人
間
に
対
す
る
否
定
的
評
価
と
嫌
悪
感
を
強
め
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
よ
う
。
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は
世
界
的
に
著
名
な
彫
刻
家
と
し
て
死
後
も
人
気

が
た
か
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
野
口
米
次
郎
は
母
子
を
捨
て
た

非
道
な
男
と
し
て
嫌
悪
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ド
ウ
ス
昌
代
氏
は
『
イ
サ

ム
・
ノ
グ
チ
―
宿
命
の
越
境
者
』（
二
〇
〇
〇
年
）
の
中
で
、
米
次
郎
に
対
し
て
は
、《
ブ

ロ
ー
ク
ン
な
英
語
だ
け
で
な
く
、
教
養
そ
の
も
の
に
も
限
界
が
あ
る
日
本
青
年
》
で
、

《
英
語
で
書
く
詩
だ
け
で
な
く
、
人
間
的
に
も
ど
こ
か
お
ぼ
つ
か
な
い
ヨ
ネ
》
と
い
っ

た
評
価
を
し
、
一
方
、
イ
サ
ム
の
母
、
レ
オ
ニ
ー
・
ギ
ル
モ
ア
に
対
し
て
は
、
高
学
歴

で
《
鋭
い
感
性
》
を
も
つ
自
立
心
の
強
い
知
的
女
性
と
い
っ
た
好
意
的
な
評
価
を
し
て

い
る
。
米
次
郎
は
《
肉
欲
の
捌
け
口
の
延
長
》
と
し
て
《
仕
事
上
の
便
宜
》
と
し
て
レ

オ
ニ
ー
と
暮
ら
し
は
じ
め
、《
妊
娠
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
い
。
身
重
の
そ
の
彼
女
を
見
捨

て
た
》
男
で
あ
り
、
そ
の
《
い
い
加
減
さ
》
に
彼
の
友
人
た
ち
（
ス
タ
ッ
ダ
ー
ト
や
パ

ッ
ト
ナ
ム
）
も
見
る
目
を
変
え
た
と
書
い
て
い
る
。10 

要
す
る
に
、
戦
争
協
力
者
、
巧
み
に
世
界
進
出
し
た
二
流
詩
人
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
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ィ
も
思
想
も
定
ま
ら
な
い
「
二
重
国
籍
者
」、
日
本
語
の
下
手
な
「
外
人
」
の
情
操
を
持

つ
日
本
人
、
そ
し
て
白
人
女
性
と
子
を
捨
て
た
身
勝
手
な
「
男
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
む
し
ろ
一
般
的
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
戦
後
日
本
の
研
究
者
の
な
か
に
も
、
野
口
米
次
郎
と
い
う
多
岐
多
彩
な

活
動
を
し
た
人
物
を
総
体
と
し
て
研
究
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
人
々
は
い
た11

。

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
し
か
し
、
全
生
涯
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
、

た
め
ら
い
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

ひ
と
つ
に
は
、
野
口
が
全
世
界
的
に
繰
り
広
げ
た
言
論
活
動
が
、
あ
ま
り
に
多
岐
多

彩
に
わ
た
り
、
一
体
、
ど
こ
か
ら
如
何
に
取
り
掛
か
れ
ば
よ
い
か
、
手
を
こ
ま
ね
い
て

き
た
の
が
実
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
い
か
え
る
と
、
野
口
米
次
郎
の
残
し
た
仕

事
は
領
域
横
断
・
複
合
領
域
的
な
研
究
の
構
想
な
く
し
て
は
捉
え
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
従
来
手
が
付
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
〈
穴
〉
に
あ
た
る
部
分
が
解
明
さ
れ
た
だ

け
で
、
野
口
米
次
郎
と
い
う
人
物
の
活
動
全
体
の
評
価
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ひ
と
り
の
詩
人
の
再
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
し
か
し
た
ら
、

二
〇
世
紀
に
お
け
る
国
際
文
化
交
流
の
実
際
の
動
き
に
つ
い
て
、
従
来
の
認
識
を
一
新

す
る
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
か
も
し
れ
な
い
。 

も
う
ひ
と
つ
の
た
め
ら
い
は
、
戦
後
思
想
の
轍
が
強
烈
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
外
に

安
易
に
出
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
制
が
働
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
野
口
の

戦
時
期
活
動
が
、
こ
の
詩
人
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を
決
定
し
た
と
い
っ
て
よ

い
。
野
口
が
戦
争
協
力
者
で
あ
り
、
愛
国
主
義
の
主
唱
者
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
、
戦
後
は
一
貫
し
て
批
判
と
軽
蔑
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
朔
太
郎
の
評
言
な
ど
も
、
吟
味
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
否
定
的
な
方
向
ば
か
り
が
強

調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

野
口
の
戦
時
協
力
に
対
す
る
嫌
悪
感
は
、
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
を
、
タ
ブ
ー
視
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
に
戦
時
期
に
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
野
口
の
愛
国
唱

歌
や
戦
意
昂
揚
詩
を
聴
き
、
政
治
と
強
力
に
結
び
つ
い
た
詩
人
と
し
て
の
野
口
を
体
感

し
て
い
た
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
野
口
に
〈
帝
国
主
義
者
〉
の
烙
印
を
押
し
、
彼
を
忘

却
の
彼
方
に
押
し
や
る
方
が
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日

本
の
近
代
文
学
研
究
自
体
が
戦
後
に
本
格
化
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
近
代
文
学
の
研

究
対
象
と
方
法
が
、
戦
後
直
後
の
評
価
枠
を
な
か
な
か
破
れ
な
か
っ
た
の
も
当
然
だ
っ

た
。 次

に
、
戦
後
の
野
口
米
次
郎
評
価
の
様
相
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
現
在
の
わ

れ
わ
れ
の
研
究
の
う
ち
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
を
し

て
み
た
い
。 

 

〇-

二 

問
題
提
起
―
―
戦
後
直
後
の
文
学
者
批
判
と
中
世
美
学
研
究
の
否
定 

ま
ず
、
戦
後
の
野
口
評
価
を
決
定
す
る
よ
う
な
「
事
件
」
と
も
い
う
べ
き
出
来
事
が

起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
敗
戦
直
後
の
国
内
で
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
追

及
の
動
き
が
巻
き
起
こ
り
、
列
挙
さ
れ
た
「
重
要
犯
罪
人
」
の
な
か
に
野
口
の
名
が
あ

っ
た
。 

戦
後
の
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
の
追
及
に
は
、
ひ
と
つ
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
に
よ
る

公
職
追
放12

な
ど
の
外
発
的
な
も
の
が
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
新
日
本
文
学
会
や
日

本
共
産
党
な
ど
に
よ
る
追
及
と
い
う
内
発
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
追
放
さ
れ

た
文
筆
家
は
三
〇
〇
人
前
後
で
、
野
口
の
三
作
品
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
て
い

る
。(

た
だ
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
国
際
派
詩
人
と
し
て
の
野
口
に
好
意
的
で

敬
意
を
持
っ
て
お
り
、
敗
戦
後
は
野
口
と
面
会
し
た
が
っ
て
い
た
が
、
野
口
が
面
会
を

拒
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
る13

。）
し
か
し
、
戦
後
の
野
口
評
価
に
致

命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
追
及
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
行

わ
れ
た
後
者
の
「
内
発
的
な
」
追
及
で
あ
っ
た
。 

国
内
の
追
及
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
敗
戦
直
後
か

ら
知
識
人
や
文
化
人
の
戦
争
責
任
追
及
が
い
わ
れ
は
じ
め
た
の
だ
が14

、
そ
の
論
争
は

そ
の
後
何
十
年
も
尾
を
引
く
多
大
な
問
題
点
を
孕
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
秋

に
は
、
戦
争
犯
罪
人
リ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
、
名
指
し
の
徹
底
的
批
判
が
行
わ
れ
た
。
特

に
若
い
世
代
に
よ
る
追
及
は
激
し
い
糾
弾
を
み
せ
、
小
田
切
秀
雄
ら
は
『
文
学
時
標
』15
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創
刊
に
際
し
て
、《
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
文
學
に
加
へ
た
蛮
行
と
陵
辱
》
を
思
い
出
せ
と

叫
び
、《
フ
ァ
シ
ス
ト
と
陰
に
陽
に
力
を
あ
は
せ
た
作
家
、
評
論
家
》
を
糾
弾
し
た
。
彼

ら
は
、《
純
粹
な
る
文
學
の
名
に
お
い
て
、
か
れ
ら
厚
顔
無
恥
な
、
文
学
の
冒
涜
者
た
る

戰
爭
責
任
者
を
最
後
の
一
人
に
い
た
る
ま
で
、
追
及
し
、
彈
劾
し
、
読
者
と
と
も
に
そ

の
文
學
上
の
生
命
を
葬
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。》16

と
宣
言
し
、《
文
學
領
域
に
お

い
て
民
主
主
義
を
確
立
す
る
た
め
の
第
一
歩
》17

、
民
主
主
義
の
文
学
再
生
の
前
提
が
、

《
戦
争
責
任
者
》
に
断
筆
さ
せ
る
こ
と
、《
文
学
上
の
生
命
を
葬
る
》
こ
と
と
定
義
し
た

の
で
あ
る
。『
文
学
時
標
』
で
は
、
毎
号
、「
文
学
検
察
」
欄18

で
文
学
者
の
責
任
追
及

が
行
わ
れ
て
、
反
響
を
呼
び
注
目
度
も
高
か
っ
た19

。 

小
田
切
秀
雄
の
糾
弾
す
る
対
象
作
家
の
中
に
、
野
口
米
次
郎
の
名
が
入
っ
て
い
る
。

小
田
切
は
、《
特
に
文
学
及
び
文
学
者
の
反
動
的
組
織
に
直
接
の
責
任
を
有
す
る
者
、
ま

た
組
織
上
さ
う
で
な
く
と
も
従
来
の
そ
の
人
物
の
文
壇
的
な
地
位
の
重
さ
故
に
、
そ
の

人
物
が
侵
略
戦
争
の
メ
ガ
フ
ォ
ン
と
化
し
て
恥
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
広
範
な
文
学
者
及

び
人
民
に
深
刻
に
し
て
強
力
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
者
、
こ
の
二
種
類
の
文
学
者
に
重
点

を
置
い
て
取
上
げ
た
》20

と
し
て
、 

 

菊
池
寛
、
久
米
正
雄
、
中
村
武
羅
夫
、
高
村
光
太
郎
、
野
口
米
次
郎
、
西
條
八
十
、

齋
藤
瀏
、
齋
藤
茂
吉
、
岩
田
豊
雄(

獅
子
文
六)

、
火
野
葦
平
、
横
光
利
一
、
河
上
徹

太
郎
、
小
林
秀
雄
、
亀
井
勝
一
郎
、
保
田
與
重
郎
、
林
房
雄
、
淺
野
晃
、
中
河
與

一
、
尾
崎
士
郎
、
佐
藤
春
夫
、
武
者
小
路
実
篤
、
戸
川
貞
雄
、
吉
川
英
治
、
藤
田

徳
太
郎
、
山
田
孝
雄 

 

の
二
五
人
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
が
《
文
學
の
世
界
か
ら
の
公
職
罷
免
該
當
者
》
で
あ
り
、

彼
等
の《
戦
時
中
の
文
學
の
愚
劣
と
卑
小
と
を
實
際
上
ふ
み
に
じ
っ
て
》い
く
こ
と
が
、

戦
後
文
学
の
第
一
歩
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。
つ
ま
り
戦
前
の
大
御
所
作
家
た
ち
の
文

学
者
生
命
を
駆
逐
す
る
こ
と
が
、「
民
主
主
義
文
学
」
の
出
発
の
目
的
と
定
め
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。 

こ
の
過
激
な
追
及
姿
勢
そ
の
も
の
は
、
問
題
と
視
点
が
拡
散
し
て
、
次
第
に
勢
い
は

収
束
し
て
い
っ
た
が21

、
論
争
勃
発
時
の
過
激
さ
と
、
戦
前
の
文
化
人
に
対
す
る
批
判

追
及
の
容
赦
な
さ
は
、
そ
の
後
、
長
く
大
き
な
影
響
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
戦
前
と
戦

後
の
思
想
断
絶
、戦
前
思
想
研
究
の
全
否
定
が
、こ
こ
に
明
白
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
野
口
や
高
村
光
太
郎
な
ど
の
著
名
な
文
学
者
で
戦
争
協
力
が
明
白
で
あ
っ
た
者

た
ち
に
対
し
て
は
、
徹
底
的
な
批
判
が
な
さ
れ
、
同
情
を
残
す
よ
う
な
気
配
は
全
く
な

か
っ
た
。 

野
口
は
一
九
四
七
年
、
そ
の
徹
底
批
判
の
嵐
の
中
で
、
病
気
に
な
り
、
七
月
に
は
死

を
迎
え
た
。
高
村
ら
が
戦
後
長
い
年
月
時
を
生
き
て
、
反
省
と
悔
恨
を
綴
っ
て
再
評
価

ま
で
の
道
の
り
を
得
た
の
と
は
、
決
定
的
に
運
命
を
異
に
し
て
い
る
。
戦
争
詩
を
書
い

て
戦
争
協
力
し
た
者
た
ち
の
多
く
は
、
戦
後
は
、
高
村
の
ご
と
く
、
文
学
者
や
詩
人
の

戦
争
責
任
問
題
を
経
て
、
戦
争
詩
の
評
価
と
自
己
批
判
そ
し
て
戦
中
詩
の
書
き
換
え
な

ど
に
よ
る
自
己
の
再
構
築
を
果
た
し
、
文
学
者
と
し
て
復
権
し
て
い
く
。
だ
が
、
戦
争

責
任
追
及
が
過
激
に
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
野
口
に
は
、
そ
の
機
会
は

あ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
こ
で
改
め
て
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
文
学
者
の
戦
争
責
任

追
及
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
同
時
に
、
戦
前
の
国
文
学
研
究
の
否
定
、
中
世
美
学
研
究

の
否
定
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
文
学
検
察
」
で
人
気
を
博
し
た
『
文
学
時
標
』
の

創
刊
号
に
、
左
翼
系
国
文
学
者
・
近
藤
忠
義
（1901-1976

）
が
「
戰
爭
責
任
の
追
及

―
―
國
文
學
時
評
」22

と
題
し
て
《
甚
だ
し
く
立
遅
れ
恥
づ
べ
き
汚
泥
に
ま
み
れ
て
ゐ

た
吾
々
の
國
文
学
》
の
《
大
小
の
戰
時
責
任
》
を
《
摘
發
斷
罪
》
す
る
必
要
を
宣
言
し

て
い
る
。
国
文
学
が
《
滔
々
た
る
痴
呆
性
的
な
國
策
追
随
》
を
し
、
あ
ら
ゆ
る
学
派
の

学
者
た
ち
が
《
超
歴
史
的
に
理
解
せ
ら
れ
た
中
世
主
義
へ
の
轉
落
》
と
い
う
共
通
の
犯

罪
を
犯
し
、《
か
の
悪
権
力
に
阿
諛

あ

ゆ

追
従
し
て
、
誣
告

ふ

こ

く

密
訴
を
事
と
し
或
は
空
疎
な
精
神

主
義
を
押
賣
り
し
て
自
ら
眞
理
探
求
の
道
を
閉
塞
し
た
》
と
い
う
。
こ
れ
は
戦
前
期
か

ら
戦
後
ま
で
一
貫
し
た
近
藤
の
史
観
だ
っ
た
。《
家
持
或
は
西
行
、
定
家
、
後
鳥
羽
院
か
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ら
宗
祇
芭
蕉
に
至
る
中
世
的
文
人
へ
の
新
た
な
る
思
慕
・
辯
護
の
盛
況
》や
文
献
学
派
、

文
藝
学
派
、
浪
漫
派
、
民
俗
学
派
な
ど
が
そ
の
思
想
的
根
拠
と
し
て
持
っ
て
い
た
《
中

世
的
反
動
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
》
こ
そ
が
、
戦
時
中
の
精
神
主
義
に
荷
担
し
、《
眞
理
か
ら

の
遁
走
》
を
し
、《
戰
爭
末
期
の
歴
史
的
性
格
を
見
事
に
反
映
し
た
》
と
い
う
事
実
を
、

批
判
追
及
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
近
藤
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文

学
者
の
戦
争
責
任
を
追
及
す
る
中
に
お
い
て
、
戦
時
中
の
中
世
研
究
の
潮
流
も
同
時
に

批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
そ
の
問
題
性
と
そ
こ
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
の

論
議
や
検
証
は
う
や
む
や
の
ま
ま
終
わ
っ
た
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。 

じ
つ
は
野
口
の
歩
ん
だ
道
の
り
も
、
こ
の
中
世
美
学
や
中
世
的
文
人
へ
の
評
価
と
敬

慕
の
潮
流
と
に
大
い
に
関
係
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
よ
う
な
時
代
の
構
造
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
見
事
な
デ
ビ
ュ
ー
を
は
た
し
た
野
口
は
、

欧
米
の
大
御
所
か
ら
若
手
の
詩
人
た
ち
の
東
洋
へ
の
関
心
を
か
き
た
て
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
そ
れ
ま
で
の
俳
諧
評
価
の
方
向
を
変
え
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
。
野
口
は

芭
蕉
俳
諧
に
深
く
傾
倒
し
て
、
そ
の
精
神
哲
学
を
英
語
で
解
説
し
た
。
芭
蕉
は
江
戸
時

代
元
録
期
に
活
躍
し
た
が
、
そ
の
精
神
は
「
わ
び
」
や
「
さ
び
」
と
い
っ
た
中
世
の
禅

宗
に
発
す
る
も
の
を
尊
重
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
野
口
の
芭
蕉
評
価
が
、
イ
マ
ジ

ス
ム
と
呼
ば
れ
る
前
衛
詩
運
動
や
そ
の
前
段
階
の
英
国
文
壇
の
潮
流
に
働
き
か
け
た
。

そ
し
て
、
と
り
わ
け
野
口
の
お
こ
な
っ
た
一
九
一
四
年
の
英
国
講
演
は
、
日
本
の
若
き

知
識
人
た
ち
や
象
徴
主
義
詩
人
た
ち
に
、
芭
蕉
俳
諧
へ
目
を
向
け
る
こ
と
を
促
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
二
〇
世
紀
前
期
に
は
、
芭
蕉
俳
諧
を
象
徴
主
義
芸
術
と
し
て
と
ら

え
る
動
き
が
国
際
的
に
渦
巻
き
、
そ
れ
が
前
衛
詩
運
動
に
も
刺
戟
を
与
え
る
シ
ー
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。 

 

日
本
の
戦
時
中
の
中
世
研
究
の
潮
流
は
、
そ
の
展
開
と
い
う
面
を
大
き
く
も
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
戦
前
の
中
世
美
学
へ
の
傾
斜
を
い
か
に
捉
え
る
か
は
、
日
本
の
「
近

代
」
ひ
い
て
は
世
界
の
「
近
代
」
や
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い
う
こ

と
に
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。 

 

本
論
は
、
野
口
米
次
郎
の
人
生
を
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
世
界
状
況
、

国
際
的
文
化
交
流
の
中
で
問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。
断
言
し
て
お
く
が
、
そ
の
問
い
直

し
は
、「
野
口
は
戦
争
詩
を
書
い
た
に
せ
よ
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
」
と
か
、「
戦
時
協

力
は
差
し
引
い
て
も
国
際
的
文
化
交
流
の
重
要
人
物
と
し
て
忘
却
す
べ
き
で
な
い
」
と

か
い
う
類
の
野
口
個
人
の
再
評
価
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

戦
時
期
を
含
め
て
野
口
米
次
郎
の
活
動
の
全
容
に
つ
い
て
、
客
観
的
に
国
際
的
な
観

点
か
ら
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
既
成
の
日
本
近
現
代
文
学
史
か
ら
、
ま
た

二
〇
世
紀
世
界
の
文
化
交
流
史
や
思
想
交
流
史
か
ら
欠
落
し
た
ペ
ー
ジ
を
確
実
に
埋
め

る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
全
容
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
重

要
な
再
考
を
促
し
、
新
た
な
構
想
に
導
く
よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
。
野

口
米
次
郎
の
生
涯
と
作
品
世
界
と
を
再
検
討
す
る
目
的
は
、
ま
さ
に
そ
の
可
能
性
を
拓

く
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

 

〇-

三 

従
来
の
研
究
の
評
価
軸 

（
先
行
研
究
の
問
題
点
） 

野
口
米
次
郎
と
い
う
詩
人
は
一
般
の
人
び
と
に
は
、
戦
後
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
戦
後
に
野
口
研
究
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
評
価
が
否
定
的
な
も
の
に
終
始
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
篤
実
か
つ
国
際
関
係
や
近
代

史
を
見
渡
し
な
が
ら
公
正
な
評
価
を
心
が
け
て
き
た
研
究
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

野
口
は
マ
イ
ナ
ー
な
研
究
対
象
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
も
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
研
究

者
が
折
り
に
触
れ
て
は
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
き
た
こ
と
も
た
し
か

で
あ
る
。 

た
だ
し
、
野
口
に
対
す
る
公
正
な
評
価
は
主
流
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
英
文
学
や
比

較
文
学
の
立
場
か
ら
、
野
口
の
英
文
学
世
界
へ
の
貢
献
度
を
問
う
場
合
に
は
、
そ
こ
に

あ
る
限
界
が
潜
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
英
文
学
を

専
門
に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
野
口
の
文
学
上
の
貢
献
度
を
は
か
る
の
は
、
な
か
な
か

判
断
が
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。 

日
本
紹
介
者
と
し
て
国
内
外
で
広
く
知
ら
れ
て
き
た
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン(Basil 
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H
all Cham

berlain:1850-1935)

は
、
第
五
版
以
降
の
『
日
本
事
物
誌
』Things 

Japanese

（
一
九
〇
五(

第
五
版)

・
一
九
二
七(

第
五
改
版)

・
一
九
三
九(

第
六
版)

）
の

「
日
本
関
係
書
」
の
項
目
の
中
で
、
日
本
人
の
英
語
で
書
か
れ
た
日
本
関
係
書
を
い
く

つ
か
紹
介
し
て
い
る
が23

、
野
口
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
「
蛇
足
」
の
よ
う
に
、
次

の
一
文
を
挿
入
し
た
の
み
で
あ
る
。 

 
And 

―
―though they have little relation to Japan

―
―the so-called 

poem
s of Y. N

oguchi, w
hich have m

ade a sensation (in California). 

そ
し
て
―
―
日
本
関
連
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
が
、
野
口
の
「
い
わ
ゆ
る
」

詩
が
、（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
）
評
判
と
な
っ
た
。（
訳
文
、
堀
） 

 

つ
ま
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
野
口
の
詩
を
「
詩
」
と
認
め
て
お
ら
ず
、
文
化
的
後
進
地

域
で
あ
る
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」
で
は
評
判
と
な
っ
た
と
軽
ん
じ
て
い
る
。
一
八
九
六
、

七
年
時
点
で
あ
れ
ば
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
」
と
限
定
し
て
も
間
違
い
と
は
い
え
な
い

が
、
一
九
〇
三
年
に
はFrom

 the Eastern Sea

が
英
国
文
壇
で
大
評
判
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
こ
と
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
さ
ら
に
野
口
は
一
九

一
〇
年
代
、
一
九
二
〇
年
代
と
、
俳
句
を
初
め
日
本
文
学
紹
介
、
浮
世
絵
を
中
心
と
し

た
日
本
美
術
紹
介
の
著
作
を
多
数
出
し
、
英
語
圏
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、

イ
ン
ド
で
も
日
本
紹
介
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
の
第
六
版
に
お

い
て
も
追
記
・
改
訂
せ
ず
に
無
視
を
通
し
て
い
る
の
は
、
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
。 

 

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
野
口
を
軽
視
し
た
の
は
、
野
口
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
っ
て
誤

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
日
本
認
識
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
自
ら
の
使
命
で
あ
る
と
、
明

言
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。24 

一
九
二
六
年
、
同
じ
英
国
人
で
帝
国
大
学
教
授
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
コ
ル
ス
は
、
野
口
に

つ
い
て
の
評
論
を
書
く
中
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
のThings Japanese

が
《
い
か
に
矛

盾
に
充
ち
た
も
の
で
あ
る
か
を
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
！
》
と
書
い
て
い
る25

。
し

か
し
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
よ
う
に
欧
米
で
広
く
認
知
さ
れ
、
ま
た
東
京
帝
国
大
学
を
中

心
と
し
た
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
長
く
権
威
を
保
っ
て
き
た
欧
米
日
本
紹
介
者
の

態
度
が
、
以
後
の
国
内
外
の
研
究
者
に
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。 

そ
し
て
、
戦
後
の
日
本
文
学
研
究
の
権
威
で
あ
っ
た
ア
ー
ル
・
マ
イ
ナ
ー(Earl Roy 

M
iner:1927-2004)

は
、The Japanese Tradition in British and Am

erican 
Literature(1958)

（『
西
洋
文
学
の
日
本
発
見
』
一
九
五
九
年
）
の
中
で
、
野
口
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
こ
き
下
ろ
し
た
。 

 

一
時
代
前
の
読
者
が
、
日
本
を
広
く
紹
介
し
た
と
い
う
点
で
は
ハ
ー
ン
の
後
継

者
と
も
い
う
べ
き
ヨ
ネ
・
野
口
の
作
品
に
感
激
し
た
な
ど
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実

や
、
ヨ
ネ
・
野
口
は
ジ
ョ
ン
・
グ
ー
ル
ド
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
へ
も
周
知
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
か
な
り
思
い
切
っ
て
歴
史
的
精
神
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
納
得
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。（
中
略
）
野
口

の
評
判
が
異
常
に
高
か
っ
た
理
由
の
説
明
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
彼
は
た
ま
た
ま
英
語
を
使
っ
て
書
い
た
ほ
ん
も
の
の
日
本
詩
人
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
か
に
彼
が
ほ
ん
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
こ
と
は
、
彼
の
『
日
本
の
発
句
』(

一
九
二
〇)

を
よ
む
と
わ
か
る
が
、
そ
の
な

か
で
彼
は
、
シ
ラ
ブ
ル
を
数
え
る
日
本
の
詩
型
の
保
存
を
計
り
、
ま
た
或
る
時
は
、

単
に
「
俳
句
精
神
」
の
複
製
版
を
試
み
た
り
し
て
い
る
。（
中
略
）
彼
の
人
気
の
第

二
の
理
由
は
、
彼
が
そ
の
当
時
の
英
国
詩
人
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
、
時
に
は
そ
の
最

悪
の
ス
タ
イ
ル
を
用
い
た
と
い
う
ま
こ
と
に
皮
肉
な
事
実
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。

彼
の
「
発
句
」
は
、
英
国
人
た
ち
の
発
句
同
様
に
、
異
国
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼

の
自
由
詩
は
明
ら
か
に
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
よ
り
霊
感
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
彼
の
「
散
文
詩
」
の
実
験
は
、
そ
の
技
法
に
お
い
て
、
エ
イ
ミ
イ
・
ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
「
調
べ
あ
る
散
文
」
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
っ
た
。
当
時
流
行
の
英
詩
の

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
型
を
反
映
す
る
こ
と
に
大
童
に
な
り
、
し
か
も
な
お
一
個
の
日

本
人
た
る
こ
と
か
ら
抜
け
切
れ
な
い
と
い
う
―
―
こ
れ
が
野
口
の
本
領
で
あ
っ
た
。
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（
中
略
）
日
本
的
な
も
の
と
聞
け
ば
何
で
も
無
条
件
に
鵜
の
み
に
し
た
当
時
に
お

い
て
は
、
野
口
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
血
統
を
も
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
、

日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
博

し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。26 

 

徹
底
的
に
否
定
的
で
あ
る
。
野
口
に
対
す
る
評
価
は
、
こ
れ
ら
の
欧
米
の
大
御
所
ら
の

強
い
影
響
力
に
左
右
さ
れ
て
き
た
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
英
文
学

会
で
こ
れ
に
声
高
に
異
を
唱
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
し
、
ま
し
て
や
野
口
に
は
「
戦

争
協
力
者
」「
帝
国
主
義
者
」
の
烙
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。
特
に
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド

(Ezra Pound:1885-1972)

に
注
目
す
る
研
究
の
場
合
に
は
、
こ
の
マ
イ
ナ
ー
の
見
解

に
な
ら
う
傾
向
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。 

西
欧
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
ち
が
「
二
流
」
の
日
本
人
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
介
の
若
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
は
ず
が

な
い
と
い
う
予
断
が
、
欧
米
人
研
究
者
の
中
に
も
日
本
人
研
究
者
の
中
に
も
支
配
的
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

確
か
に
マ
イ
ナ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
こ
の
時
代
、「
日
本
人
」
と
い
う
名
を
使
っ
て
国

外
を
《
紋
付
き
に
羽
織
り
袴
で
の
し
あ
る
い
て
い
る
》27

似
非
日
本
人
芸
術
家
は
多
か

っ
た
ら
し
い
。
ま
た
国
内
に
も
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
詩
を
書
い
た
詩
人
た
ち
も
い

た
こ
と
は
い
た
。し
か
し
、そ
の
よ
う
な
連
中
と
野
口
米
次
郎
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
、

と
戦
後
に
金
子
光
晴
が
述
べ
て
い
る
。「
日
本
」
を
喧
伝
し
て
闊
歩
す
る
海
外
の
「
日
本

人
」の
多
く
が
、《
天
下
の
士
と
交
っ
た
と
い
う
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
》の
に
対
し
て
、

野
口
は
《
俳
諧
や
、
日
本
短
詩
の
精
神
の
沈
黙
の
力
の
無
限
の
広
が
り
を
紹
介
し
た
功

績
》
の
あ
る
《
特
別
》
の
人
で
あ
る
、
と28

。
つ
ま
り
、
野
口
が
海
外
の
著
名
人
の
誰
々

と
交
友
が
あ
っ
た
、
国
外
作
家
の
誰
々
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
と
い
う
類
の
「
研

究
」
で
は
不
十
分
な
の
で
あ
り
、
野
口
が
〈
沈
黙
の
力
の
無
限
の
広
が
り
を
紹
介
し
た
〉

こ
と
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
時
代
状
況
と
付
き
合
わ
せ
て
問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。 

先
に
も
ふ
れ
た
が
、
英
米
詩
歌
に
お
け
る
〈
モ
ダ
ニ
ズ
ム
〉
思
潮
の
中
で
野
口
が
問

題
に
さ
れ
る
の
は
イ
マ
ジ
ズ
ム
の
推
進
者
パ
ウ
ン
ド
と
の
関
係
で
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ナ

ー
が
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
Ａ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
触
れ
て
い
る
の
も
、
野
口
の
イ

マ
ジ
ズ
ム
運
動
と
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
こ
と
を
指
す
。
二
〇
世
紀
の
英
詩
、
と
り
わ

け
ア
メ
リ
カ
の
現
代
詩
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
出
現
が
出
発
点
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
パ

ウ
ン
ド
は
現
在
も
英
米
で
絶
大
的
な
評
価
を
得
て
お
り
、
日
本
で
の
人
気
も
大
変
根
強

い
。 そ

れ
ゆ
え
、
野
口
と
パ
ウ
ン
ド
ら
イ
マ
ジ
ス
ト
ら
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
ら
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
ア
ー
ル
・
マ
イ
ナ
ー
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
野
口
の
役
割
に
つ
い
て
は
概
し
て
否
定
的
な
見
解
が
多
く
、
野
口
の
貢

献
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

野
口
の
パ
ウ
ン
ド
や
イ
マ
ジ
ズ
ム
へ
の
貢
献
は
、
一
九
二
〇
年
前
後
か
ら
内
外
で
言

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
に
も
、
野
口
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
斉
藤
勇
や
尾
島
庄

太
郎
ら
、
英
文
学
研
究
の
権
威
者
た
ち
が
、
あ
ま
り
お
お
っ
ぴ
ら
で
な
い
に
せ
よ
言
及

し
て
い
る
し29

、
一
九
七
〇
年
代
に
は
外
山
卯
三
郎
や
渥
美
育
子
氏
ら
に
よ
る
積
極
的

な
考
察
が
あ
っ
た30

。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
よ
りYoshinobu 

H
akutani

（
伯
谷
嘉
信
）
氏
が
指
摘
し
論
説
し
て
き
た31

。 

そ
れ
で
も
、
日
本
の
英
文
学
研
究
の
中
で
は
、
パ
ウ
ン
ド
は
高
く
評
価
さ
れ
、
パ
ウ

ン
ド
と
親
し
く
し
た
西
脇
順
三
郎
は
時
に
正
統
詩
人
と
し
て
持
ち
上
げ
ら
れ
て
も
、
野

口
は
「
二
流
」
と
み
な
し
て
言
及
を
控
え
る
と
い
う
図
式
が
、
い
ま
だ
に
根
強
い
。
英

文
学
研
究
の
立
場
か
ら
野
口
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
限
界
に
つ

き
ま
と
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

パ
ウ
ン
ド
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
や
Ｊ
・
ジ
ョ
イ
ス
な
ど
の
多
数
の
若
い
芸
術

家
を
発
掘
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
若
者
の
才
能
を
発
見
す
る
能
力

に
長
け
て
い
た
。
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
を
長
年
行
っ
て
い
る
和
田
桂
子
氏
は
、
そ
の
パ

ウ
ン
ド
は
野
口
に
対
し
て
は
触
手
を
は
た
ら
か
せ
な
か
っ
た
が
、
西
脇
順
三
郎
の
詩
を

読
む
や
い
な
や
岩
崎
良
三
に
手
紙
を
書
い
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
推
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た

こ
と
を
挙
げ
て
い
る32

。
パ
ウ
ン
ド
が
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
野
口
は
一
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流
で
は
な
い
と
す
る
論
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ウ
ン
ド
が
西
脇
を
評
価
し
た
の
は
一

九
五
七
年
、
野
口
の
死
後
十
年
が
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る33

。

そ
れ
を
も
っ
て
、
パ

ウ
ン
ド
が
野
口
よ
り
も
西
脇
を
評
価
し
て
い
た
な
ど
と
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

も
、パ
ウ
ン
ド
自
身
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の
フ
ァ
シ
ス
ト
党
へ
の
参
与
を
咎
め
ら
れ
、

す
で
に
詩
人
と
し
て
権
威
を
失
っ
て
い
た34

。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
論
法
や
考
え
方
が
、
英
文
学
の
専
門
家
の
間
で
は
長
く
受
け

継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
小
玉
晃
一
氏(

一
九
七
五
年
当
時)

は
、
野
口
が
パ
ウ
ン
ド

と
関
係
を
も
ち
な
が
ら
も
《
パ
ウ
ン
ド
か
ら
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け
て
い
な
い
》
と
い

い
、《
パ
ウ
ン
ド
は
、
ど
の
程
度
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
を
評
価
し
て
い
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な

い
。
少
な
く
と
も
あ
ま
り
問
題
に
し
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
》
と
述
べ
た35

。

児
玉
実
英
氏
がAm

erican Poetry and Japanese Culture(1984)

の
中
で
野
口

に
触
れ
る
の
は
、
ク
ラ
プ
シ
ー
へ
の
感
化
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
、

と
い
う
一
件
に
過
ぎ
な
い36

（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
八
章
一
七
頁
上
段
、
註
記
一
一

一
に
述
べ
る
）。
ま
た
、
パ
ウ
ン
ド
と
西
脇
順
三
郎
を
論
じ
る
新
倉
俊
一
氏(

二
〇
〇
三

年)

は
、
パ
ウ
ン
ド
の
野
口
に
対
す
る
《
評
価
は
「
二
流
の
詩
人
」
で
あ
っ
た
》
と
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い37

。 

だ
が
、
そ
も
そ
も
「
パ
ウ
ン
ド
が
野
口
に
触
手
を
働
か
せ
る
か
否
か
」
と
い
う
問
題

設
定
自
体
が
倒
錯
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
野
口
の
方
が
、
パ
ウ
ン
ド
よ
り
も
先
に
英

米
文
壇
で
評
価
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
即
し
て
い
え
ば
、
野
口
が
パ
ウ
ン

ド
の
こ
と
を
、
英
米
詩
壇
を
代
表
す
る
重
要
詩
人
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
と
い

う
方
が
正
確
で
あ
る
。
野
口
は
イ
ェ
ー
ツ
か
ら
パ
ウ
ン
ド
を
若
き
助
手
と
し
て
紹
介
さ

れ
、
新
世
代
の
若
者
と
い
う
く
ら
い
に
は
認
識
は
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
段
階
で
は

ま
だ
そ
れ
以
上
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
欧
米
の
日
本
研
究
者
や
日
本
の
欧
米
研
究
者
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
、
野

口
が
当
時
の
主
要
な
欧
米
文
壇
人
た
ち
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
は
い
て

も
、
そ
れ
を
ま
と
も
に
考
え
よ
う
と
し
な
い
奇
妙
な
態
度
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

西
欧
崇
拝
の
感
情
が
あ
っ
た
の
か
と
疑
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
野

口
が
欧
米
文
壇
に
影
響
を
与
え
た
か
否
か
の
判
断
を
く
だ
す
前
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
い
っ
た
い
野
口
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
欧
米
文
壇
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な

り
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
文
壇
に
お
い
て
野
口
は
ほ
ん
と

う
に
「
二
流
詩
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
、
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
偏
見
に

と
ら
わ
れ
た
一
方
的
な
評
価
や
部
分
だ
け
を
と
ら
え
る
解
説
が
、
く
り
か
え
さ
れ
て
き

た
の
が
実
状
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

そ
し
て
、
た
と
え
野
口
が
「
二
流
」
の
英
詩
人
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
が
実

態
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
二
流
」
と
は
誰
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
詩
歌
」（
あ
る
い
は
「
人
物
」
と
い
っ
て
も
よ
い
が
）
の
善
し
悪
し
に
絶
対
的
評
価
と

い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
詩
歌
や
文
学
作
品
が
、
文
化
や
社
会
の
中
で
生

み
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
人
の
評
価
も

政
治
的
・
社
会
的
・
恣
意
的
認
識
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
一
流
／
二
流
」
で
ラ
ン
ク
付
け
し
て
し
ま
う
の
は
危
険
で
は
な
い
か
。 

そ
も
そ
も
欧
米
の
比
較
文
学
研
究
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
中
で
「
英
詩
人
」

と
し
て
の
Ｒ
・
タ
ゴ
ー
ル
は
、
片
方
で
は
「
英
詩
人
」
と
し
て
は
一
流
で
は
な
い
と
の

評
価
を
下
さ
れ
な
が
ら
も38

、
そ
の
人
物
存
在
の
偉
大
さ
と
国
際
的
影
響
力
が
今
も
繰

り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
タ
ゴ
ー
ル
は
近
代
イ
ン
ド
社
会
で
、
近
代
が

生
ん
だ
最
高
の
ベ
ン
ガ
ル
語
詩
人
・
イ
ン
ド
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の

英
詩
が
ベ
ン
ガ
ル
語
詩
の
域
に
ま
で
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
詩
人
の
価
値
に

対
し
て
な
ん
ら
重
要
な
問
題
を
及
ぼ
し
得
な
い
。
私
が
釈
然
と
し
な
い
の
は
、
現
在
も

な
お
タ
ゴ
ー
ル
が
英
語
圏
文
学
史
の
重
要
な
旗
印
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
イ
ン
ド
の
「
サ

バ
ル
タ
ン
」
の
代
弁
者
と
し
て
の
国
際
的
な
評
価
と
シ
ン
パ
シ
ー
を
得
て
い
る
の
に
比

較
し
て
、
一
時
期
は
並
び
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
野
口
米
次
郎
は
ど
う
な
の
か
、
と
い

う
疑
念
で
あ
る
。
大
英
帝
国
の
植
民
地
で
あ
る
イ
ン
ド
生
ま
れ
で
は
あ
る
が
富
裕
層
で

最
上
ク
ラ
ス
の
文
化
環
境
に
育
ち
、
独
立
国
家
代
表
の
詩
人
と
し
て
永
遠
な
る
名
声
を
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獲
得
し
て
い
る
タ
ゴ
ー
ル
と
、
初
期
移
民
群
の
中
で
渡
米
し
て
貧
し
い
生
活
の
中
か
ら

英
詩
を
書
く
と
い
う
「
声
」
を
獲
得
し
た
も
の
の
、〈
二
重
国
籍
者
〉
と
い
わ
れ
な
が
ら

世
界
戦
争
の
時
代
を
生
き
、
戦
後
は
「
戦
争
協
力
者
」
と
し
て
非
難
を
浴
び
、
無
視
さ

れ
抹
殺
に
近
い
あ
つ
か
い
を
受
け
て
い
る
野
口
米
次
郎
と
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
「
サ

バ
ル
タ
ン
」
等
の
現
代
用
語
の
レ
ッ
テ
ル
や
理
論
に
当
て
嵌
ま
る
だ
ろ
う
か
。
私
の
問

題
意
識
の
端
緒
は
、
こ
の
疑
問
に
あ
っ
た
。 

 

〇-

三 

研
究
史
・
評
価
史 

さ
て
こ
こ
ま
で
、
野
口
に
対
す
る
見
方
と
し
て
一
般
的
だ
と
感
じ
ら
れ
る
批
判
的
な

風
潮
を
み
て
き
た
が
、
戦
後
の
野
口
に
対
す
る
言
及
は
一
方
的
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。 

戦
後
の
野
口
研
究
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
動
き
は
、
米
次
郎
の
娘
婿
の
外
山
卯
三

郎39

が
、
一
九
六
三
年
、
六
六
年
、
七
五
年
と
、
野
口
研
究
の
論
文
集
『
詩
人
ヨ
ネ
・

ノ
グ
チ
研
究
』
を
三
冊
編
纂
し
、
野
口
を
公
正
に
再
評
価
す
る
気
運
を
も
り
あ
げ
よ
う

と
努
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
集
は
、
野
口
の
生
前
に
発
表
さ
れ
て
い
た
ノ
グ

チ
評
を
集
め
、
そ
れ
に
当
時
か
ら
野
口
研
究
に
尽
力
し
て
い
た
亀
井
俊
介
氏
や
渥
美
育

子
氏
ら
の
論
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
に
散
在
す
る
野
口
の
書
簡
を
収
集
整
理

し
た
渥
美
育
子
氏
や
、
二
〇
世
紀
転
換
期
の
ア
メ
リ
カ
文
壇
や
明
治
近
代
の
系
譜
の
中

で
野
口
の
立
ち
位
置
を
さ
ぐ
っ
た
亀
井
俊
介
氏
に
よ
る
論
稿
は
、
後
進
の
研
究
に
寄
与

し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
重
要
な
指
針
を
与
え
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
基
礎
の
上

に
、
現
在
の
野
口
研
究
は
成
り
立
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
野
口
研
究
で
中
核
と
な
っ
て
き
た
の
も
、
や
は
り
英
文
学
と
の
関
連
で
あ

る
。
野
口
の
欧
米
文
壇
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
英
米
両
文
壇
で
次
々
と
発
表
さ
れ
た

野
口
の
英
詩
が
、
早
い
時
期
に
俳
句
と
俳
句
的
象
徴
性
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
世
紀
末
の
英
米
詩
壇
や
イ
マ
ジ
ズ
ム
（im

agism

）
運
動40

な
ど
を
刺
激
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
論
究
さ
れ
て
き
た
。 

大
正
期
に
野
口
に
教
え
を
受
け
て
育
ち
、
戦
後
に
英
文
学
研
究
の
権
威
者
と
な
っ
て

い
っ
た
面
々
も
、
数
は
少
な
い
と
は
い
え
、
英
文
学
史
上
の
野
口
の
貢
献
を
語
り
残
し

て
い
る
。
斉
藤
勇
は
、
野
口
が
《
英
米
に
お
け
るfree verse

運
動
に
対
す
る
促
進
者
》

で
あ
り
、
俳
句
詩
の
実
例
を
示
し
た
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
彼
の
業
績
で
あ
る
、
と
述

べ41

、
尾
島
庄
太
郎
は
、Seen and U

nseen(1896)

やFrom
 the Eastern 

Sea(1903)

に
、
早
く
か
ら
イ
マ
ジ
ス
ト
の
手
法
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

野
口
は
一
九
世
紀
末
に
早
く
も
英
詩
壇
の
先
駆
け
的
な
役
割
を
担
っ
た
と
し
た42

。
南

江
治
郎
は
、
野
口
の
英
詩
が
《Im

agists

詩
派
の
人
々
やfree verse

を
書
く
詩
人
達
》

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
《
偶
然
の
結
果
》
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
野
口
は

そ
の
《
結
果
に
誇
る
事
な
く
》
常
に
努
力
し
た
こ
と
、
そ
の
《
永
久
不
変
の
そ
の
精
進

さ
》
を
よ
り
尊
敬
す
る
、
と
述
べ
て
い
る43

。
野
口
が
自
分
に
厳
し
く
人
情
に
厚
い
性

格
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
者
の
回
想
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
宮
允
氏

も
野
口
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
以
後
の
そ
の
衣
鉢
を
つ
ぐ
者
の
無
か
っ
た
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
詩
壇

に
自
由
詩
の
範
を
示
し
、
日
本
詩
歌
の
精
神
を
、
集
中
と
暗
示
と
沈
黙
の
教
を
誨

え
て
英
米
詩
壇
に
新
風
を
も
た
ら
し
、
今
世
紀
十
年
代
の
新
詩
人
ク
ラ
プ
シ
イ
、

サ
ン
ド
バ
ー
グ
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
そ
の
他
の
自
由
詩
作
家
の
輩
出

を
刺
戟
し
、
英
米
の
詩
界
に
生
気
を
与
え
た
異
質
血
液
注
射
の
功
労
者
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。44 

 

こ
の
よ
う
に
生
前
の
野
口
に
親
し
ん
だ
英
文
学
者
た
ち
は
、
野
口
を
回
想
し
評
価
を
与

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
野
口
に
関
心
を
持
っ
た
も
の
以
外
に
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
い
や
、
関
心
を
も
つ
者
で
さ
え

も
、
ま
と
も
に
検
討
し
よ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。）

野
口
を
知
る
詩
人
た
ち
も
ま
た
、
野
口
の
人
生
に
つ
い
て
の
共
鳴
を
戦
後
に
記
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
も
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。 

一
九
七
〇
年
前
後
に
野
口
再
評
価
に
尽
力
し
た
外
山
卯
三
郎45

は
、
野
口
が
十
七
字
、
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俳
諧
詩
論
か
ら
独
自
の
短
詩
形
の
叙
情
詩
論
に
到
達
し
、
そ
れ
が
、
欧
米
詩
壇
に
影
響

を
与
え
て
い
た
と
説
く
。
野
口
が
創
作
初
期
か
ら
芭
蕉
の
俳
諧
精
神
を
詩
作
の
根
底
に

取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
こ
と
の
英
米
文
壇
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
考

察
を
め
ぐ
ら
し
た
。 

渥
美
育
子
氏
は
、
野
口
の
英
文
の
詩
の
散
文
体
は
定
型
に
な
じ
ん
だ
欧
米
の
人
々
の

注
意
を
ひ
き
、
英
語
の
う
ま
く
な
い
表
現
が
、
俳
句
に
初
め
て
触
れ
た
よ
う
な
新
鮮
さ

を
与
え
た
の
だ
と
論
じ
た
。
野
口
の
詩
世
界
は
東
洋
と
西
洋
の
イ
メ
ー
ジ
を
対
置
し
融

合
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
米
英
詩
壇
へ
の
貢
献
は
、《
イ
マ
ジ
ズ
ム
運
動
に
二
十
年

先
立
つ
九
〇
年
代
に
、
自
然
発
露
的
で
は
あ
る
が
自
由
詩
体
（free verse

）
で
詩
を
書

い
た
こ
と
、
俳
句
的
な
イ
メ
ジ
の
重
置
を
使
っ
て
凝
縮
し
た
暗
示
に
富
む
表
現
を
用
い

た
こ
と
、
東
洋
と
い
う
異
国
情
緒
と
彼
ら
が
教
養
あ
る
人
は
す
べ
てhaiku poet

で
あ

る
と
信
じ
て
い
た
日
本
と
い
う
国
の
精
神
を
伝
え
た
こ
と
》
の
三
つ
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る46

。 

同
様
に
、亀
井
俊
介
氏
は
、《
極
端
な
低
迷
期
》に
あ
っ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
詩
壇
に
、

野
口
は
新
風
を
吹
き
込
む
存
在
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
野
口
の
持
ち
込
ん
だ
日
本
の
詩

が
、《
言
葉
の
技
巧
ば
か
り
の
詩
に
飽
い
て
い
た
ア
メ
リ
カ
詩
人
た
ち
の
求
め
て
い
た
も

の
に
通
じ
》
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
古
い
詩
風
に
抵
抗
し
よ
う
と
願
っ
て
い
た
当
時
の
ア
メ

リ
カ
詩
人
た
ち
の
《
仲
間
》
と
し
て
《
師
》
と
し
て
、
野
口
は
歓
迎
さ
れ
た
と
説
い
た47

。

長
年
に
わ
た
っ
て
野
口
研
究
の
道
を
照
ら
し
て
き
た
亀
井
俊
介
氏
は
、
特
に
世
紀
末
の

ア
メ
リ
カ
詩
壇
の
中
に
お
け
る
野
口
の
影
響
や
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
と
の
影
響
を
く
わ
し

く
論
じ
て
き
た
。 

さ
ら
に
、
野
口
と
イ
ェ
ー
ツ
と
の
親
交
は
よ
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
英
国
を

中
心
と
し
た
欧
米
の
文
壇
で
、
野
口
の
詩
論
が
日
本
の
詩
論
、
東
洋
の
詩
論
と
し
て
新

鮮
味
を
も
っ
て
扱
わ
れ
、
関
心
を
も
た
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
こ
で
何
が
語
ら
れ
た
の
か
、
象
徴
主
義
か
ら
〈
世
紀
末
〉

を
経
て
イ
マ
ジ
ズ
ム
に
続
く
欧
米
文
壇
の
精
神
的
風
土
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
風
潮
の
中

に
、
野
口
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の
論
点
を
は
め
こ
ん
で
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
な
お
十
分
に
検
討
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
特
に
、
野
口
が
「
芭
蕉
」
を
中
心

に
語
っ
た
詩
歌
論
に
よ
る
影
響
と
意
義
と
に
関
心
を
よ
せ
る
研
究
は
、
い
ま
だ
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
研
究
が
英
文
学
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

研
究
や
日
本
文
学
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
野
口
の
存
在
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
こ

こ
に
従
来
の
野
口
研
究
の
最
も
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
野
口
が
日
本
語
詩

歌
や
日
本
語
著
作
を
膨
大
に
残
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
は
皆
無
に
近

い
の
で
あ
る
。
野
口
の
詩
作
や
詩
論
・
文
化
論
・
芸
術
論
な
ど
の
評
論
類
が
膨
大
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
且
つ
そ
の
同
時
代
詩
人
た
ち
へ
の
影
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
野
口
の
日
本
語
文
献
の
検
討
が
敬
遠
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

野
口
の
論
述
の
視
野
が
全
世
界
に
及
び
、
ま
た
評
論
家
と
し
て
は
「
詩
」
的
な
独
自

性
・
独
創
性
に
満
ち
、
懐
疑
的
で
屈
曲
し
た
部
分
も
多
い
た
め
、
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
の
側
か
ら
論
じ
る
に
際
し
て
は
、最
終
的
に
は
野
口
の
関
わ
っ
た
近
代
の「
日
本
」、

あ
る
い
は
「
戦
争
」
へ
の
論
究
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
暗
雲
を
回
避
し
た

い
た
め
、
な
の
だ
ろ
う
か
。 

野
口
の
「
日
本
」
に
言
及
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
野
口
が
日
本
近
代

文
学
史
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
、
日
本
文
化
論
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
国
際
的
役
割

を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
、
総
体
的
な
認
識
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
よ
う
。 

 

野
口
米
次
郎
の
遺
族
で
も
あ
り
、
岡
崎
義
惠
に
師
事
し
た
野
口
進
は
、
野
口
米
次
郎

の
文
芸
観
に
つ
い
て
《
一
言
で
蔽
え
ば
「
東
洋
的
」
と
言
い
得
る
》
と
述
べ
た
あ
と
で
、

野
口
米
次
郎
の
主
唱
し
た
自
然
礼
讃
や
自
然
合
一
の
思
想
が
、《
実
に
西
行
、芭
蕉
以
来
、

我
国
芸
術
界
の
巨
擘
に
共
通
す
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
非
難
す
る
批
評
家
も
あ

っ
た
が
、
私
（
野
口
進
）
は
彼
（
野
口
米
次
郎
）
の
自
然
観
が
徒
に
奇
を
衒
っ
た
も
の

で
は
な
く
て
、
万
人
に
認
め
ら
れ
た
、
広
く
深
い
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の
た
る
事
を
喜

ぶ
も
の
で
あ
る
》(
括
弧
内
、
堀)

と
結
ん
で
い
る48

。
こ
こ
に
は
、
そ
も
そ
も
自
然
合
一

の
思
想
が
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
（
時
代
錯
誤
）
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
国
際
思
想
潮
流
の
先
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端
に
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
認
識
が
、
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
て
い
る
。
自
然
合
一

の
思
想
を
い
う
と
き
に
は
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
思
想
の
影
響
を
考
え
、
象
徴
主
義
思
想
の

同
時
代
状
況
に
触
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
と
英
米
の
文
学
や
哲

学
を
切
り
分
け
ら
れ
て
論
じ
て
き
た
点
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
う
し
た
欠
点
に
対
し
て
、
亀
井
俊
介
氏
は
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
学
―
―
明
治

精
神
の
探
求
』
の
中
で
、
野
口
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
。 

 

ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
文
学
は
、
今
日
、
西
洋
と
日
本
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
取
り

扱
い
を
う
け
て
い
る
。
ノ
グ
チ
自
身
が
生
前
か
ら
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分
が

「
二
重
国
籍
者
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
自
嘲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
、
彼
の
生
涯
の
ド
ラ
マ
を
「
悲
劇
」
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
悲
劇
は

日
本
の
独
立
と
近
代
化
を
志
向
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
振
る
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
両
刃
の
剣
を
、「
徹
底
」
し
て
ふ
る
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
二

重
国
籍
者
」
性
こ
そ
、
日
本
主
義
文
学
者
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
存
在
意
義
を
積
極
的

に
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
私
は
思
う
。（
中
略
）
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
は
、
こ
の
後
、

日
本
が
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
困
難
な
国
際
関
係
の
中
に
入
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
揺
を
重
ね
な
が
ら
、
孤
独
の
生
き
方
を
深
め
て
い
っ
た
。
し

か
し
彼
こ
そ
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
一
つ
の
悲
壮
な
現
実
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。49 

 

野
口
が
《
日
本
の
独
立
と
近
代
化
を
志
向
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
振
る
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
両
刃
の
剣
を
、「
徹
底
」
し
て
ふ
る
っ
た
》
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ

の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
っ
た
い
野
口
は
生
前
か
ら
《
西
洋
と
日
本
の
ど
ち

ら
に
も
属
さ
な
い
取
り
扱
い
》
を
受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
二
重
国
籍
者
」
で
あ
る

と
い
う
自
己
評
価
と
は
、
単
に
《
自
嘲
》
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私

自
身
は
、《
日
本
が
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
困
難
な
国
際
関
係
の
中
》
の
《
日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
一
つ
の
悲
壮
な
現
実
》
を
野
口
に
見
る
と
い
う
亀
井
氏
の
立
場
に
共

感
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
に
は
、
野
口
を
〈
戦
時
期
メ
ガ
フ
ォ
ン
〉
と
見
る
立
場
が

あ
る
。
こ
の
立
場
は
、《
動
揺
》
や
、《
孤
独
の
生
き
方
》
や
《
悲
壮
な
現
実
》
と
い
っ

た
評
言
に
納
得
し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
は
こ
の
《
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
一
つ
の

悲
壮
な
現
実
》
が
実
際
の
と
こ
ろ
何
で
あ
っ
た
の
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
は
何
か
、

野
口
の
「
二
重
国
籍
」
性
と
は
何
を
指
す
の
か
、
そ
れ
は
《
自
嘲
》
に
と
ど
ま
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
そ
う
で
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
丁
寧
に
検
討
し
て
み

た
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
一
世
紀
を
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
間
が
、
不

断
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
普
遍
的
な
問
題
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

さ
て
、
亀
井
氏
や
渥
美
氏
の
以
後
も
、
多
く
の
者
が
大
小
さ
ま
ざ
ま
に
野
口
に
つ
い

て
の
筆
を
と
っ
て
き
た
の
だ
が50

、
野
口
の
人
生
の
総
体
を
顕
す
論
は
長
く
出
て
い
な

か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
前
後
に
外
山
卯
三
郎
ら
が
も
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
野
口
再
評
価

の
気
運
ほ
ど
の
動
き
は
、
そ
の
後
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

た
だ
し
特
に
こ
こ
数
年
、
野
口
米
次
郎
に
対
す
る
関
心
は
、
急
激
に
高
ま
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
七
年
冬
に
『
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
英
文
著
作
集

（Collected English W
orks of Yone N

oguchi

）』
の
詩
集
・
小
説
評
論
版
六
巻
本

が
亀
井
俊
介
氏
の
解
説
付
で
刊
行
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
冬
に
は
美
術
論
版
三
巻
本
が
稲

賀
繁
美
氏
の
解
説
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
潮
流
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

だ
ろ
う51

。（
そ
れ
以
前
に
は
、ア
メ
リ
カ
のH

akutani 
Yoshinobu

氏
がSelected 

English W
riting of Yone N

oguchi, vol.1-2(1990,1992)

を
出
版
し
、
日
本
で
は

『
野
口
米
次
郎
選
集
』(

ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
八
年)

が
出
版
さ
れ
て
い
た
。
ど
ち
ら

も
野
口
作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。）
稲
賀
氏
は
、「
一
国
文
学
研
究
科
」
群
に

対
抗
し
て
「
比
較
文
学
研
究
科
」
の
存
続
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、「
世
界
文
学
」
を
志

向
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
提
案
す
る
中
で
、
野
口
米
次
郎
の
名
前
に
触
れ
て
い
る52

。

ま
さ
に
今
、
野
口
の
生
涯
が
見
直
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
研
究
に
取
り
組
ま

れ
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 



序章 12

〇-
五 

本
研
究
の
目
的
と
方
法 

本
論
は
、
第
一
に
、
野
口
の
生
涯
を
通
じ
て
の
活
動
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
の
克
服
を
め
ざ
す
。そ
の
た
め
に
、ほ
ぼ
年
代
記
評
的
な
体
裁
を
と
る
。

野
口
米
次
郎
の
生
涯
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
敗
戦
時
に
ま
で
及
び
、
ま
た
著
作
も
、

日
本
語
・
英
語
の
二
カ
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
品
数
が
多
数
で
あ

り
、
執
筆
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
本
論
で
は
、
野
口
の
刊
行
著
作
の
み
な
ら
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
多
数
の
資
料
や
新
た
に
発
掘
し
た
資
料
を
用
い
て
、
野

口
の
仕
事
と
そ
れ
に
対
す
る
周
囲
の
評
価
を
整
理
す
る
。 

第
二
に
、
野
口
の
文
学
世
界
の
本
格
的
な
探
究
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
、
野
口
を

取
り
巻
き
、
変
動
を
重
ね
た
同
時
代
の
国
際
的
、
ま
た
国
内
的
な
諸
文
学
の
動
向
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
再
考
を
試
み
る
。 

第
三
に
、
野
口
米
次
郎
の
仕
事
の
範
囲
は
、
文
芸
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
日
本
美

術
や
浮
世
絵
、
能
・
狂
言
の
海
外
へ
の
紹
介
者
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
を
無
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
野
口
の
仕
事
が
、
海
外
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
ど
の
よ
う

に
働
き
か
け
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
行
う
た
め
に
は
、
日
本
近
代
の
思
想
潮
流
と
二
〇
世
紀
前
半
の

国
際
的
な
思
想
／
文
化
の
交
流
の
様
相
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
総
じ
て
い

え
ば
、
野
口
と
い
う
人
物
と
そ
の
作
品
の
再
評
価
を
課
題
の
中
心
に
据
え
る
が
、
そ
の

た
め
に
、
従
来
の
日
本
文
学
・
英
文
学
と
い
う
個
々
の
領
域
を
超
え
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
文
化
全
般
、
さ
ら
に
は
思
想
全
般
の
国
際
的
、
国
内
的
な
動
向
と
を
関
連
づ
け
て

考
察
す
る
立
場
を
め
ざ
し
た
い
。 

 

そ
の
再
評
価
の
立
場
は
、
日
本
〈
近
代
〉
の
方
向
性
と
位
置
と
を
再
考
す
る
こ
と
に

向
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
来
の
見
解
に
生
じ
た
野
口
を
「
二
流
」
視
す
る
見
解
に
は

ふ
た
つ
の
立
場
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
西
欧
近
代
的
な
立
場
か
ら
、
野
口
は
異
質
で

二
流
で
遅
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
側
か
ら
は
、「
外
国

人
の
情
操
」
を
も
つ
異
質
さ
が
め
だ
っ
て
二
流
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
野
口

の
よ
う
な
作
家
に
対
し
て
、
西
洋
近
現
代
的
な
の
か
、
日
本
的
な
い
し
は
東
洋
的
な
の

か
と
い
う
対
立
軸
を
た
て
て
考
え
る
思
考
方
法
そ
の
も
の
が
無
効
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
や
、
野
口
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
近
現
代
文
学
や
文
化
に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
は
、
野
口
を
通
し
て
、
日
本
〈
近
代
〉
の
方
向
性
と

位
置
と
の
再
考
を
試
み
る
。 

 

従
来
に
も
比
較
の
視
角
は
示
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
従
来
の
英
文
学
研
究
で
支
配
的

な
個
別
の
作
家
検
証
を
主
と
す
る
方
法
論
（
た
と
え
ば
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
研
究
、
パ
ウ
ン

ド
研
究
な
ど
か
ら
表
出
し
て
く
る
野
口
像
の
論
証
）
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
は
野
口
の
総
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
論
は
、
と

く
に
従
来
の
野
口
研
究
に
希
薄
で
あ
っ
た
日
本
文
学
研
究
、
文
化
研
究
の
側
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
力
を
入
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
国
際
的
同
時
性
に
着
目
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
国
文
学
史
が
陥
り
や
す
い
欠
点
を
克
服
し
、
国
際
的
な
動
向
と
、
そ
の
な

か
で
、
野
口
が
果
た
し
た
役
割
と
野
口
と
い
う
存
在
と
を
考
察
評
価
す
る
。 

 

端
的
に
い
う
な
ら
、
野
口
米
次
郎
と
い
う
人
物
を
め
ぐ
る
個
々
の
小
さ
な
出
来
事
の

連
鎖
を
通
し
て
国
際
的
、
国
内
的
文
化
潮
流
の
様
相
を
再
考
し
て
い
く
の
が
、
本
論
の

方
法
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
一
国
の
文
化
伝
統
と
は
何
か
を
問
う
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
日
本
〈
近
代
〉
の
方
向
性
と
位
置
と
に
再
考
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
し

く
み
で
あ
る
。 

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
の
一
貫
性
を
保
つ
た
め
に
は
、
過
度
に
一
部
の
問
題
に
こ
だ
わ

る
こ
と
は
せ
ず
、
作
品
論
、
伝
記
研
究
、
文

化

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

研

究

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

な
ど
、
野
口
と
い
う
人
物
の

本
質
と
そ
の
時
代
の
中
の
意
味
を
解
明
す
る
た
め
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
方
法
を
、
適

宜
用
い
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 〇-

六 
本
研
究
の
構
成 

本
論
は
大
き
く
わ
け
て
、
三
部
構
成
を
と
る
。
第
一
部
は
、「
出
発
期
―
―
さ
ま
ざ

ま
な
〈
東
と
西
〉、
混
沌
か
ら
の
出
現
」
と
題
し
、
野
口
米
次
郎
の
初
期
評
伝
の
機
能
を

も
た
せ
る
。
詩
人
野
口
米
次
郎
は
ど
の
よ
う
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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第
一
章
で
野
口
の
渡
米
ま
で
の
成
長
過
程
を
確
認
す
る
。
英
語
学
習
の
様
子
や
早
く

か
ら
芭
蕉
俳
諧
に
し
た
し
ん
で
い
た
こ
と
、
渡
米
の
動
機
な
ど
を
考
察
す
る
。 

第
二
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
英
詩
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
背
景
を
探
る
。

野
口
の
ア
メ
リ
カ
詩
人
ら
と
の
関
わ
り
と
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ニ
ズ
ム
の

潮
流
下
で
の
野
口
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
は
、
従
来
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が53

、
こ
こ

で
は
伝
記
的
に
時
代
状
況
と
文
化
潮
流
を
再
確
認
し
て
い
く
。
と
く
に
野
口
が
詩
人
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
当
時
の
状
況
を
、
そ
の
周
辺
の
詩
人
た
ち
の
理
解
や
当
時
の
国
際

的
な
文
化
潮
流
を
に
ら
み
な
が
ら
解
説
す
る
。 

第
三
章
は
、
西
海
岸
を
離
れ
て
東
海
岸
に
移
っ
た
野
口
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
の
隆

盛
期
に
便
乗
し
て
執
筆
し
た
日
記
風
小
説The Am

erican Diary of a Japanese 
Girl

に
焦
点
を
当
て
る
。
ど
の
よ
う
な
文
化
背
景
か
ら
こ
の
作
品
が
評
価
さ
れ
た
か
を

に
ら
み
な
が
ら
、
野
口
の
特
異
な
立
場
と
視
点
の
独
自
性
を
探
る
。
当
時
流
行
し
て
い

た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
や
演
劇
へ
の
批
判
や
、
欧
米
社
会
の
誤
っ
た
日
本
理
解
に
対
す

る
憂
慮
、
日
本
文
化
や
詩
歌
の
紹
介
な
ど
、
後
年
ま
で
続
く
野
口
の
問
題
意
識
の
原
点

を
こ
こ
に
探
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
章
は
、
英
国
詩
壇
で
詩
集From

 the Eastern Sea
が
一
躍
人
気
を
博
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
い
か
な
る
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
、

イ
ギ
リ
ス
詩
壇
の
状
況
、
時
代
状
況
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
。
象
徴
主
義
や
東
洋
の
詩

歌
形
式
へ
の
関
心
を
背
景
に
、
野
口
の
発
表
し
た
英
詩
の
方
法
や
表
現
が
い
か
に
受
け

と
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
一
九
〇
三
年
当
時
の
野
口
が
も
っ
て
い
た
、

翻
訳
や
英
詩
作
に
対
す
る
自
覚
と
意
図
と
を
考
え
る
。 

第
二
部
は
、「
東
洋
詩
学
の
融
合
と
探
求
―
―
〈
象
徴
主
義
〉
と
い
う
名
の
パ
ン
ド
ラ

の
箱
」
と
題
し
て
、
英
米
詩
壇
で
の
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
後
の
野
口
の
人
生
中
期
の
文

筆
活
動
を
み
て
い
く
。 

第
五
章
は
、
野
口
の
一
九
〇
四
年
の
帰
国
が
、
日
本
の
詩
人
た
ち
が
象
徴
主
義
詩
を

移
入
す
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
、
欧
米
に
お
い
て
象
徴
主
義
の
文
脈
で
評
価
を

受
け
た
野
口
が
、
象
徴
主
義
を
芭
蕉
と
比
較
し
て
説
明
し
た
こ
と
が
、
日
本
国
内
で
の

芭
蕉
再
評
価
の
気
運
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

そ
し
て
第
六
章
で
は
、日
本
帰
国
後
の
野
口
が
、日
本
詩
壇
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、

積
極
的
に
英
文
執
筆
に
取
り
組
み
、
国
外
に
著
述
を
書
き
送
り
、
日
本
文
化
の
解
説
に

努
め
て
い
た
こ
と
を
再
構
成
し
て
示
す
。
野
口
が
国
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
雑
誌
媒
体

に
発
信
し
て
い
る
内
容
と
は
、
舞
台
芸
術
や
美
術
、
そ
し
て
政
治
状
況
と
、
多
岐
多
彩

で
あ
っ
た
こ
と
を
み
て
い
く
。
ま
た
、
帰
国
後
に
刊
行
し
た
詩
集The Pilgrim

age

や
評
論
集Through the Torii

が
何
を
伝
え
た
も
の
だ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
ま
た

こ
こ
で
、
野
口
の
能
・
狂
言
に
つ
い
て
の
翻
訳
紹
介
の
活
動
に
つ
い
て
、
同
時
代
的
な

背
景
と
と
も
に
検
証
す
る
。 

第
七
章
で
は
、
日
本
文
化
の
解
説
者
と
し
て
の
一
つ
の
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
一
九

一
四
年
の
英
国
講
演
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
野
口
が
何
を
語
り
、
い
か
な
る
評
価
を
受

け
た
の
か
と
い
う
点
を
解
明
し
た
い
。
翻
訳
の
問
題
を
含
め
て
、
野
口
の
叙
述
に
対
す

る
国
内
外
で
の
反
応
を
整
理
し
、
検
討
す
る
。 

第
八
章
で
は
、
欧
米
モ
ダ
ニ
ズ
ム
思
潮
の
中
で
の
野
口
の
位
置
と
評
価
、
そ
の
時
代

背
景
に
つ
い
て
再
考
す
る
。
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
と
の
関
係
も
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
さ

せ
る
。
野
口
の
英
米
詩
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
従
来
も
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

英
詩
改
革
を
試
み
た
英
詩
壇
や
ア
メ
リ
カ
詩
壇
と
野
口
と
の
関
係
を
、
改
め
て
論
証
し

て
み
た
い
。
と
り
わ
け
、
英
米
詩
壇
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
思
潮
が
東
洋
へ
の
指
向
性
を
深
め

て
ゆ
く
様
子
を
、
イ
ン
ド
の
詩
人
た
ち
と
の
関
係
な
ど
を
も
含
め
て
明
ら
か
に
す
る
。 

第
九
章
で
は
、
日
本
詩
壇
に
視
点
を
戻
し
、
大
正
期
詩
壇
の
中
で
野
口
が
果
た
し
た

役
割
を
解
明
し
た
い
。
野
口
が
日
英
米
の
詩
人
た
ち
の
架
け
橋
と
な
ろ
う
と
し
た
「
あ

や
め
会
」
が
挫
折
し
て
以
後
の
、
野
口
と
日
本
詩
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ

と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
あ
や
め
会
」
挫
折
以
後
も
、
野
口

は
大
正
詩
壇
の
中
で
大
き
な
存
在
感
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
い
く
つ
か
の
詩

雑
誌
を
検
討
す
る
中
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。 

第
十
章
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
へ
の
転
換
期
、
つ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
思
潮
の
混
沌
と

し
て
渦
巻
い
た
こ
の
時
期
に
、
野
口
が
詩
壇
で
い
か
な
る
位
置
に
あ
り
野
口
自
身
の
指



序章 14

向
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
究
す
る
。
野
口
が
文
化
相
対
主

義
的
な
観
点
か
ら
国
内
外
に
向
け
て
語
っ
て
い
た
伝
統
意
識
と
前
衛
意
識
の
重
な
り
が
、

昭
和
初
期
に
日
本
主
義
が
立
ち
あ
が
っ
て
く
る
兆
し
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た

か
、
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。 

第
十
一
章
で
は
、野
口
が
共
感
を
示
し
て
い
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ･

ハ
ー
ン
に
つ
い
て
の

著
述
と
そ
の
内
容
を
明
確
に
し
、
日
本
主
義
の
潮
流
に
巻
き
込
ま
れ
る
〈
境
界
人
〉
と

し
て
の
ふ
た
り
の
位
置
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る
。 

第
三
部
は
「
境
界
者
と
し
て
の
立
場
と
祖
国
日
本
へ
の
忠
誠
」
と
題
し
て
、
野
口
の

人
生
の
後
半
を
論
じ
る
。 

第
十
二
章
で
は
、
野
口
の
〈
境
界
〉
性
や
自
己
存
在
の
不
安
定
さ
に
つ
い
て
、
従
来

指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
局
面
を
提
示
し
た
い
。
野
口
は
、
人
類
の
普
遍
主
義
に
立
つ

文
化
相
対
主
義
の
立
場
か
ら
、
自
国
の
文
化
を
創
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
の

立
場
は
時
代
と
と
も
に
政
治
問
題
や
民
族
・
国
家
の
独
立
問
題
と
関
わ
る
こ
と
を
要
請

し
、
か
つ
野
口
自
身
も
「
詩
人
」
と
し
て
の
自
覚
か
ら
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
の
国
際
関
係
は
、
そ
の
立
場
に
亀
裂
や
動
揺
を
生
み
だ

し
て
ゆ
く
。 

第
十
三
章
で
は
、
早
く
か
ら
イ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
共
通
性
を
意
識
し
て

い
た
野
口
の
ア
ジ
ア
認
識
を
、
イ
ン
ド
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
。
野
口

は
周
囲
の
要
請
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
各
地
で
講
演
し
大
歓
迎
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
、
タ

ゴ
ー
ル
と
の
間
で
日
中
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
国
際
的
に
注
目
を
浴
び
る
論
争
を
起
こ
し
た
。

野
口
は
「
帝
国
主
義
」
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
ふ
る
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
真
意
と
、

ふ
た
り
の
立
場
の
相
違
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
。
そ
し
て
、
野
口
の
イ
ン
ド
に
対
す

る
発
言
や
論
述
は
、
日
本
の
対
イ
ン
ド
政
策
を
背
景
に
し
て
、
ラ
ジ
オ
の
国
際
放
送
な

ど
に
の
っ
て
積
極
的
に
喧
伝
さ
れ
て
い
く
。
従
来
は
タ
ゴ
ー
ル
と
の
論
争
ば
か
り
注
目

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
野
口
と
「
イ
ン
ド
」
と
の
関
わ
り
の
一
ペ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い

こ
と
を
、
イ
ン
ド
で
発
掘
し
た
資
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
。 

第
十
四
章
は
、
野
口
の
戦
時
期
の
詩
に
つ
い
て
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
作
品
に

も
照
明
を
当
て
、
野
口
米
次
郎
の
詩
想
の
全
容
の
解
明
に
努
め
た
い
。
野
口
が
「
日
本
」

の
戦
時
下
に
も
た
ら
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 

第
十
五
章
は
、
敗
戦
後
の
野
口
と
没
後
の
評
価
を
扱
う
。
戦
時
下
に
書
い
た
詩
を
戦

後
、
再
び
掲
載
し
た
意
図
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
九
四
七
年
に
没
し
た
後
、
彼
が
生
前
、

示
し
つ
づ
け
た
国
際
的
視
野
と
説
き
つ
づ
け
た
芸
術
文
化
的
理
想
は
、
顧
み
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
手
を
ふ
っ
て
ま
か
り
通
る
野

口
に
対
す
る
非
難
の
風
潮
の
な
か
で
、野
口
周
辺
に
あ
っ
た
人
び
と
の
回
想
記
を
探
り
、

野
口
の
遺
志
が
没
後
も
ひ
そ
や
か
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
た
い
。
本
論
の

最
後
に
、
彼
に
見
捨
て
ら
れ
た
は
ず
の
遺
児
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
な
か
に
生
き
て
い
た

米
次
郎
の
姿
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

                                          

         

 
1 

川
路
柳
虹
が
「
野
口
米
次
郎
」
の
項
目
を
執
筆
（
藤
村
作
編
、『
日
本
文
学
大
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九

五
一
年
一
月
三
〇
日
、
四
五
四
頁
）。 

2 

古
川
清
彦
が
「
野
口
米
次
郎
」
の
項
目
を
執
筆
（
日
本
近
代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
『
日
本
近
代
文

学
大
事
典
』
第
三
巻
、
一
九
七
七
年
一
一
月
一
八
日
、
三
二-

三
三
頁
）。 

3 

外
山
卯
三
郎
が
「
野
口
米
次
郎
」
の
項
目
を
執
筆
（『
増
補
改
訂
・
新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、

一
九
八
八
年
一
月
二
〇
日
、
九
七
九-

九
八
〇
頁
）。 

4

古
川
清
彦
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』、
前
掲
、
三
二
頁
。 

5 

同
前
。 

6 

外
山
卯
三
郎
『
増
補
改
訂
・
新
潮
日
本
文
学
辞
典
』、
前
掲
、
九
七
九
頁
。 

7 

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
の
タ
ゴ
ー
ル
博
物
館
に
お
い
て
も
、
野
口
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
紹
介
が
あ
る
。

イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
、
タ
ゴ
ー
ル
と
論
争
し
た
日
本
の
詩
人
と
し
て
、
野
口
の
名
は

想
像
以
上
に
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
野
口
の
研
究
が
多
い
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
だ
が
、

Rustom
 Bharucha,Another Asia:Rabindranath Tagore &

 Okakura Tenshin, (2006, 
O

xford U
niv.Press)

が
野
口
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

8 

外
山
卯
三
郎
氏
は
、
野
口
の
評
価
に
常
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
朔
太
郎
の
〈
野
口
観
〉
を
取
り
外

す
必
要
性
を
指
摘
し
、
朔
太
郎
の
野
口
に
対
す
る
尊
敬
の
念
に
つ
い
て
〈
中
央
亭
事
件
〉
の
例
な
ど
を

挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
（「
萩
原
朔
太
郎
の
見
た
詩
人
野
口
米
次
郎
」『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
第
二

集
』、
造
形
美
術
協
会
出
版
、
一
九
六
五
年
一
一
月
三
〇
日
、
八
九-

一
〇
三
頁
）。 
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9 
萩
原
朔
太
郎
「
詩
壇
時
評
」『
日
本
詩
人
』
一
九
二
二
年
六
月
、
八
一
頁
。（
萩
原
は
、
野
口
の
詩
想

を
《
幽
玄
な
詩
想
》
と
い
い
、《
底
知
れ
ぬ
哲
学
的
の
深
刻
性
》
や
《
東
洋
哲
学
の
情
感
深
き
嘆
息
》

を
感
じ
、《
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
憂
鬱
性
》
を
見
る
と
述
べ
て
、
非
常
な
尊
敬
を
示
し
て
い
た
（
同

前
、
八
一
頁
）。 

10 

ド
ウ
ス
昌
代
『
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
（
上
）』、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
〇
日
、
四
二
、
八
〇
頁
。

（
そ
の
ほ
か
、
一
九
〇
三
年
の
英
国
で
、
自
費
出
版
し
た
詩
集
を
多
く
の
著
名
人
や
英
王
室
の
人
々
ら

に
献
本
し
て
評
価
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、《
正
気
を
疑
わ
れ
る
ほ
ど
途
方
も
な
い
こ
の
戦
略
が
成

功
し
た
》(

五
一
頁)

と
書
か
れ
て
い
る
。） 

11 

た
と
え
ば
、
戦
後
の
比
較
文
学
研
究
を
切
り
開
い
た
島
田
謹
二
氏
は
、
野
口
の
国
際
的
な
文
化
活
動

が
《
比
較
文
學
史
上
劃
期
的
な
出
來
事
で
あ
っ
た
》（『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
七
三
巻
、
一
九
五
六
年

一
二
月
、
四
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
、
野
口
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
自
身
の
研
究
の
対
象
に

は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
多
く
の
比
較
文
学
者
が
、
再
評
価
の
重
要
性
を
主
張
し
て
き
た
。 

12

Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
の
文
化
・
言
論
界
の
公
職
追
放
は
一
九
四
六
年
頃
か
ら
動
き
始
め
る
と
は
い
え
、
発
動

す
る
の
は
一
九
四
七
年
で
あ
る
。(

一
九
四
七
年
一
月
四
日
に
、「
公
職
に
関
す
る
就
業
禁
止
、
体
感
、

退
職
等
に
関
す
る
勅
令
」(

勅
令
第
一
号
。
一
九
四
六
年
の
勅
令
第
一
〇
九
号
の
改
正
。)

及
び
「
昭
和

二
一
年
勅
令
第
一
〇
九
号
の
施
行
に
関
す
る
命
令
を
成
立
す
る
命
令
」（
閣
令
・
内
務
省
令
第
一
号
）

が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。) 

13 

こ
の
野
口
の
対
応
は
、
藤
田
嗣
治
が
戦
後
にG

H
Q

に
求
め
ら
れ
て
面
会
し
た
際
に
周
辺
の
日
本
人

ら
の
情
報
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
例
な
ど
と
比
較
し
て
考
え
れ
ば
、
実
に
賢
明
な
対
応
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。 

14 

一
九
四
五
年
一
〇
月
頃 (

栗
林
農
夫
「
特
信
（
文
化
犯
罪
人
の
責
任
）」『
同
盟
通
信
』
一
九
四
五
年

一
〇
月
二
二
日
）
よ
り
始
ま
り
、
一
九
四
五
年
一
二
月
八
日
に
、
日
本
共
産
党
、
自
由
懇
話
会
、
自
由

法
曹
団
共
催
の
「
戦
争
犯
罪
人
追
及
人
民
大
会
」（
神
田
共
立
講
堂
）
で
、
天
皇
を
筆
頭
に
し
て
一
〇

〇
〇
名
に
も
及
ぶ
戦
争
犯
罪
人
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
る
。
文
学
界
か
ら
は
久
米
正
雄
ら
二
五
名
が
挙
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
一
二
月
三
〇
日
の
新
日
本
文
学
会
設
立
大
会(

神
田
・
教
育
会
館)
で
も
、

中
野
重
治
が
文
学
者
の
戦
争
責
任
追
及
を
提
案
し
た
。 (

『
新
日
本
文
学
』
一
九
四
六
年
三
月) 

15 

小
新
聞
『
文
学
時
標
』(

一
九
四
六
年
一
月
一
日
～
一
九
四
六
年
一
一
月
一
〇
日)

は
、
荒
正
人
、
小

田
切
秀
雄
、
佐
々
木
甚
一
ら
の
若
い
世
代
を
中
心
に
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
彼
等
は
大
正
生
ま
れ
で
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
や
共
産
党
の
運
動
が
壊
滅
す
る
頃
に
運
動
の
一
端
に
触
れ
た
だ
け
だ
っ
た
た

め
、
戦
時
期
の
運
動
経
験
も
、
転
向
体
験
も
希
薄
で
あ
り
、
自
身
や
自
己
陣
営
の
責
任
に
つ
い
て
は
追

及
意
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
創
刊
直
後
か
ら
、
若
き
小
田
切
ら
の
自
己
や
自
己
陣
営
の

責
任
意
識
の
な
さ
や
、
他
人
を
徹
底
的
に
批
判
追
及
す
る
資
格
が
誰
に
あ
る
か
と
い
っ
た
点
が
論
争
の

争
点
と
な
り
、
糾
弾
す
る
側
の
軋
轢
な
ど
か
ら
休
刊
に
至
っ
た
。 

16 

荒
正
人
、
小
田
切
秀
雄
、
佐
々
木
甚
一
「
発
刊
の
こ
と
ば
」『
文
学
時
標
』
創
刊
号
、
一
九
四
六
年

                                        
 

一
月
一
日
、
一
面
。 

17 

「
発
刊
の
こ
と
ば
」『
文
学
時
標
』
創
刊
号
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
、
一
面
。 

18

高
村
光
太
郎
、
火
野
葦
平
、
中
河
与
一
、
吉
川
英
治
、
保
田
与
重
郎
、
横
光
利
一
ら
が
、
戦
争
協
力
、

戦
争
賛
美
の
故
に
悪
質
な
戦
争
責
任
者
と
し
て
個
別
に
糾
弾
さ
れ
た
。『
文
学
時
標
』
の
休
刊
の
た
め

か
、
野
口
に
対
し
て
は
「
文
学
検
察
」
欄
で
の
個
別
糾
弾
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。 

19 

創
刊
号
は
一
万
部
発
行
で
、
最
初
か
ら
反
響
を
呼
び
、
広
告
も
よ
く
集
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。（
小

田
切
進
「
そ
の
頃
の
こ
と
－
『
文
学
時
標
』
と
わ
た
し
―
」『
文
学
時
標
・
復
刻
版
』、
前
掲
、
六-

八
頁
。） 

20 

小
田
切
秀
雄
「
文
學
に
お
け
る
戰
争
責
任
の
追
及
」『
新
日
本
文
学
』、
一
九
四
六
年
六
月
。（
こ
れ

は
三
月
二
九
日
に
新
日
本
文
学
会
東
京
支
部
創
立
大
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
も
の
の
要

旨
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。） 

21 

次
第
に
、
糾
弾
す
る
側
の
資
格
や
糾
弾
の
基
準
の
微
妙
さ
が
問
題
と
な
っ
て
、
自
己
批
判
が
起
こ
っ

て
、
勢
い
が
収
束
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
本
多
秋
五
は
、
戦
時
中
に
無
名
の
文
学
者
だ
か
ら
戦
争
責
任

が
《
無
疵
の
立
場
》
な
の
か
と
述
べ
て
、
小
田
切
ら
の
責
任
意
識
の
な
さ
を
批
判
し
た
（
座
談
会
「
文

学
者
の
責
務
」(

一
九
四
六
年
二
月)

『
人
間
』
一
九
四
六
年
四
月
掲
載
）。 

22 

近
藤
忠
義
「
戰
爭
責
任
の
追
及
―
國
文
學
時
評
」『
文
學
時
標
』
一
九
四
六
年
一
月
一
日
、
四
頁
。 

23 

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』Bushido, the Soul of 

Japan

、
田
村
直
臣
の
『
日
本
の
花
嫁
』Japanese Bride (1893)

、
内
村
鑑
三
の
『
余
は
い
か
に
し

て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か
』H

ow I Becam
e a Christian (

一
八
九
五
年)

、
岡
倉
覚
三
『
東
洋

の
理
想
』Ideals of the East

。
そ
れ
か
ら
新
渡
戸
の
論
文
「
米
国
と
日
本
の
交
渉
」、
稲
垣
満
次
郎

(1861-1908)

の
『
日
本
と
太
平
洋
』Japan and the Pacific (1890)

、
南
条
文
雄(1849-1927)

の 

『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』A Catalogue of the Buddhist Tripitaka (

一
八
八
三
年)

な
ど
で
あ
る

（Things Japanese,1905,1927,1939

）。 
24 

本
論
で
述
べ
る
が
、
野
口
は
一
九
一
四
年
の
英
国
講
演
で
俳
句
を
紹
介
し
た
と
き
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
俳
句
＝epigram

認
識
を
批
判
し
、
ま
た
謡
曲
の
翻
訳
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
、
ア
ス
ト
ン
や
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
の
翻
訳
を
批
判
し
て
、
自
ら
の
訳
出
の
意
図
と
必
要
性
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
チ

ェ
ン
バ
レ
ン
が
『
古
事
記
』
を
英
訳
し
、
日
本
の
美
点
と
独
自
性
を
発
見
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、《
彼

の
慧
眼
に
感
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
》
と
述
べ
て
い
る
（
野
口
米
次
郎
『
放
た
れ
た
西
行
』
一
九
二
八
年

六
月
二
〇
日
、
春
秋
社
、
二
二
九
頁
）。 

25 
ロ
バ
ー
ト
・
ニ
コ
ル
ス
は
《
チ
ャ
ン
バ
ア
レ
エ
ン
の
「
日
本
事
情
」
の
項
中
に
、
多
く
の
外
人
の
日

本
に
関
す
る
意
見
を
列
挙
し
て
あ
る
章
を
開
い
て
見
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
い
か
に
矛
盾
に
充
ち
た
も
の

で
あ
る
か
を
注
意
し
て
頂
き
た
い
！
》（「
文
明
批
評
家
野
口
米
次
郎
」『
日
本
詩
人
』
六
巻
五
号
、
一

九
二
六
年
五
月
）
と
書
い
て
い
る
。 

26

ア
ー
ル
・
マ
イ
ナ
ー
（
深
瀬
基
寛
、
村
上
至
孝
、
大
浦
幸
夫
訳
）『
西
洋
文
学
の
日
本
発
見
』
昭
和
三

四
年
一
〇
月
二
〇
日
、
筑
摩
書
房
、
二
一
二-

二
一
三
頁
）。
引
用
し
た
部
分
の
原
文
は
、
以
下
。[It 
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requires a certain indulgence of the historical spirit to deal w
ith the m

arvelous fact 
that readers a generation ago w

ere excited by the w
riting of Yone N

oguchi, the 
successor to H

earn as popularizer of Japan, and an acknow
ledged influence on Jphn 

G
ould Fletcher.(…

…
)There are at least tw

o explanations for N
oguchi’s extraordinary 

popularity. To begin w
ith, he w

as taken to be a real Japanese poet w
ho just 

happened to w
rite in English. H

ow
 little he w

as the real article can be seen from
 his 

Japanese H
okkus(1920) w

here he som
etim

es tries to m
aintain the Japaese syllabic 

form
 an som

etim
es attem

pts m
erely to reproduce ‘‘the haiku spirit’’

―
―no m

ean 
thing w

hen haiku has m
eant very different things to three centuries of poets. The 

second reason for his popularity is the ironic fact that he adopted the styles, often the 
w

orst styles, of contem
porary poets in English. H

is ‘‘hokkus’’ are as exotic as any of 
theirs, his free verse is obviously inspired by W

hitm
an, and his experim

ents w
ith 

‘‘prose poem
s’’are alm

ost indistinguishable from
 Am

y Low
ell’s ‘‘cadenced prose’’ in 

technique. H
ere w

as N
oguchi, doing his best to reflect current English m

odes of the 
m

ore sentim
ental variety, and yet a Japanese: he assured the age that their ow

n 
w

ork w
as truly inspired by Japan. It is to his credit.(…

…
)There w

ere a num
ber of 

w
riters in these years w

ho w
ere either of Japanese descent like N

oguchi or w
ho had 

been to Japan and thereby w
ere alloed reputations as poem

s in an age w
hich 

seem
ed not to question anything Japanese.](Earl M

iner, The Japanese Tradition in 
British and Am

erican Literature,1958, Princeton U
niv Press, pp.186-187.) 

27

金
子
光
晴
『
人
よ
、
寛
か
な
れ
』
青
娥
書
房
、
一
九
七
四
年
四
月
二
〇
日
（『
金
子
光
晴
全
集
』
九
巻
、

一
八
八
頁
）。 

28 

同
前
。 

29 

二
人
は
『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
』(

一
九
六
三
年)

に
は
、
野
口
へ
の
敬
意
と
若
き
日
の
学
恩
を

記
し
て
い
る
。 

30 Ikuko Atsum
i ‘Introduction’ in Yone N

oguchi Collected English Letters 
(1975,Tokyo, pp.6-16.

）
他
。 

31 H
akutani

氏
の
論
文
に
は
、’Yone N

oguchi’s Poetry:From
 W

hitm
an to Zen’ 

(Com
parative Literature Studies, 1985Spring), ‘Father and Son:A Conversation w

ith 
Isam

u N
oguchi’ (Journal of M

odern Literature, 1990Aug.), ‘Ezra Pound, Yone 
noguchi and Im

agism
’ ( M

odern Philology, 1992Aug.)

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
選
集
の
序
文
、

‘Introduction’

（in Selected English W
ritings of Yone N

oguchi 
vol.1.Poetry (1990),editied by Yoshinobu H

akutani

）
も
あ
る
。 

32 

和
田
桂
子
「
野
口
米
次
郎
の
ロ
ン
ド
ン
（13

）」、
九
八
頁
。（
和
田
氏
は
、
パ
ウ
ン
ド
が
西
脇
の
詩

を
読
ん
で
書
い
た
一
九
五
七
年
の
書
簡(Letter from

 Ezra Pound to Ryoso 

                                        
 

Iw
asaki,(21/Aug/1957), Ezra Pound and Japan, p141)

を
引
用
し
て
論
を
導
い
て
い
る
。） 

33 

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
生
き
て
い
る
作
家
に
送
ら
れ
る
も
の
で
、
か
つ
政
治
的
な
要
素
が
絡
む
も
の
で
あ
る

か
ら
、
作
家
の
評
価
そ
の
も
の
の
議
論
に
賞
候
補
云
々
を
持
ち
出
す
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。 

34 

む
し
ろ
、
パ
ウ
ン
ド
自
身
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
こ
だ
わ
り
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
五
年
に
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
と
き
に
、「
自
分
よ
り
も
パ
ウ
ン
ド
が
貰
う
べ
き
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。
当
時
の
時
点
で
、

西
脇
順
三
郎
よ
り
も
パ
ウ
ン
ド
自
身
の
文
学
的
業
績
の
方
が
賞
に
相
応
し
い
と
考
え
る
の
は
、
普
通
で

あ
る
。 

35 

小
玉
晃
一
「
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
」『
欧
米
作
家
と
日
本
近
代
文
学 

第
五
巻
』
教
育
出
版
セ
ン
タ

ー
、
一
九
七
五
年
六
月
六
日
、
二
九
八
頁
。 

36Sanehide K
odam

a, Am
erican Poetry and Japanese Culture, 1984, Archon 

Books;Connecticut, p.52.  
37

新
倉
俊
一
『
詩
人
た
ち
の
世
紀
―
西
脇
順
三
郎
と
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三

年
五
月
二
二
日
、
二
六
頁
。 

38 

た
と
え
ば
、M

ahasw
eta Sengupta

に
よ
る’ Translation as M

anipulation: The Pow
er 

of Im
ages and Im

ages of Pow
er’(Betw

een Languages and Culture:Translation and 
Cross-Cultural Text,p.159-174.)

や’Translation, Colonialism
 and Poetics: 

Pabindranath Tagore in Tw
o W

orlds’ (pp.57-63.)

は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩
は
明
ら
か
に
西
洋
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
中
に
あ
る
イ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
象
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
ま
たBuddhadeve 

Bose,’Tagore in Translation’(Yearbook of Com
parative and General 

Literature ,12,pp.15-26.)

や
、N

ibaneeta Sen,’The ‘‘Foreign Reincarnation’’ of 
Rabindranath Tagore,’(The Journal of Asian Studies, vol.xxv., 1966, pp.275-286.)

や
、

Edw
ard C.D

im
ock,Jr.,‘Rabindranath Tagore—

‘‘The G
reatest of The Bauls of 

Bengal,’’ ’( The Journal of Asian Studies, vol.xix.,1959,pp.33-51.)

に
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
英
詩

が
い
か
に
ベ
ン
ガ
ル
語
の
秀
逸
な
詩
と
は
異
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
を
論
じ
て
い
る
。 

39 

野
口
の
長
女
一
二
三
の
夫
で
、
詩
人
で
も
あ
っ
た
。 

40

「
イ
マ
ジ
ズ
ム
」（imagism

）
は
、
一
九
〇
八
年
ご
ろ
か
ら
渡
英
し
て
イ
ェ
ー
ツ
ら
英
国
文
壇
人
と

親
交
し
て
い
た
米
国
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
が
、
主
唱
し
た
詩
歌
の
革
新
運
動
で
、
一
九
一
〇
年
代
に
ア

メ
リ
カ
で
隆
盛
し
た
自
由
詩
の
一
派
を
指
す
。
イ
マ
ジ
ズ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
か
ら
の
前
進
、
あ

る
い
は
ひ
と
つ
の
反
動
と
う
け
と
ら
れ
て
い
る
。
象
徴
主
義
が
音
楽
性
だ
け
に
頼
る
よ
う
な
曖
昧
な
も

の
に
落
ち
込
ん
で
ゆ
く
の
に
対
抗
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
明
確
な
表
現
を
と
る
た
め
に
、
言
葉
を

簡
潔
に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
新
し
い
観
点
を
と
る
。（
こ
の
あ
た
り
に
関
し
て
は
、
本
論
八
章
で
論

じ
る
こ
と
と
な
る
。） 

41 

齋
藤
勇
は
、《
彼
が
英
米
に
お
け
るfree verse

運
動
に
対
す
る
促
進
者
と
な
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
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「
俳
句
詩
」
の
実
例
を
示
し
た
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
彼
の
功
績
で
あ
る
》
と
書
い
て
い
る
。（
齋
藤

勇
「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
」『
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
』、
前
掲
、
三
一
頁
）。 

42 

尾
島
は
、
野
口
の
詩
風
が
《
純
粋
な
イ
マ
ジ
ズ
ム
の
手
法
を
早
く
も
示
し
て
い
る
》
と
し
て
、《
英

詩
壇
の
先
駆
者
的
な
役
割
を
に
な
う
清
新
な
詩
が
一
九
世
紀
末
、
早
く
も
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
こ
と
を
、
敬
意
と
驚
異
を
以
て
わ
れ
わ
れ
に
思
い
起
す
の
で
あ
る
》
と
述
べ
て
い
る
（
尾

島
庄
太
郎
「
英
詩
人
と
し
て
の
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
詩
歌
―
日
本
的
伝
統
と
イ
メ
ー
ジ
―
」『
ヨ
ネ
・
ノ

グ
チ
研
究
』
一
九
六
三
年
、
四
九
頁
）。 

43 

南
江
治
郎
「
詩
父
・
野
口
先
生
」『
詩
人
ヨ
ネ･

ノ
グ
チ
研
究
Ⅱ
』
一
九
六
五
年
、
一
六
八
頁
。 

44 

山
宮
允
「
野
口
米
次
郎
論
」『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究 

第
一
集
』
造
形
美
術
境
界
出
版
局 

一

九
六
三
年
、
一
三
三-

一
三
四
頁
。 

45 

外
山
卯
三
郎
「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
十
七
字
詩
と
そ
の
波
紋
」『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究 

第
三
集
』

一
九
七
五
年
。
外
山
氏
に
は
、
外
山
卯
三
郎
の
野
口
に
関
す
る
単
独
著
作
に
は
、『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ

チ
の
詩
―
そ
の
〈
日
本
語
詩
〉
の
成
立
に
関
す
る
芸
術
学
的
研
究
』（
造
形
美
術
出
版
、
一
九
六
七
年
）

が
あ
る
。 

46 

渥
美
育
子
「
文
化
交
流
と
境
界
人(

マ
ー
ジ
ナ
ル
マ
ン)
の
役
割
―
野
口
米
次
郎
の
場
合
」『
現
代
英
語

教
育
』
七-

十
二
、
一
九
七
一
年
、
四
七
頁
。 

47 

亀
井
俊
介
「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
と
ア
メ
リ
カ
詩
壇
」『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
・
二
』
六
八-

六
九
頁
。 

48 

野
口
進
「
詩
人
野
口
米
次
郎
の
思
想
に
つ
い
て
」『
日
本
文
芸
論
考―
古
代
日
本
文
芸
に
於
け
る
自

然
観
照
』、
一
九
八
三
年
六
月
一
〇
日
、
三
〇
九
頁
。 

49 

亀
井
俊
介
「
七
章
ヨ
ネ
ノ
グ
チ
の
日
本
主
義
」『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
学
―
明
治
精
神
の
探
求
』、

一
九
八
八
年
、
二
五
六-

二
六
〇
頁
。 

50

こ
こ
に
全
て
を
列
記
で
き
な
い
が
、
春
日
井
真
也
「
ヨ
ネ･

ノ
グ
チ
（
野
口
米
次
郎
）
に
於
け
る
精
神

的
緊
張
の
意
味
」（『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
四
八
巻
、
一
九
六
五
年
九
月
）、
小
玉
晃
一
「
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
日
本
の
リ
テ
ラ
リ
ー
・
エ
ミ
グ
ラ
ン
ツ
に
つ
い
て―

有
島
武
郎
、
永
井
荷
風
、
ヨ
ネ
・
ノ
グ

チ
の
場
合
」（『
日
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
九
六
七
年
七
月
）、
宗
左
近
「
西
洋
と
日
本―

野
口
米
次
郎
・
高

村
光
太
郎
・
西
脇
順
三
郎
（
特
集
・
現
代
詩
の
歴
史―

明
治
・
大
正
・
昭
和
詩
へ
の
試
み
）」（『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』19-12

、
一
九
七
四
年
十
月
）、
松
原
博
一
「
赤
人
と
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
と
不
尽
山
」

（『
国
文
学
論
攷
』
一
九
七
五
年
十
月
）、
荒
木
重
雄
「
野
口
米
次
郎
イ
ン
ド
と
の
出
会
い
・
上
（
表
現

の
可
能
性
〈
特
集
〉）」（『
新
日
本
文
学
』32-5

、
一
九
七
七
年
五
月
）、
鹿
児
島
達
雄
「
詩
人
野
口
米

次
郎
と
鎌
倉―

近
代
文
学
に
現
れ
た
鎌
倉(

十
一)

」（『
鎌
倉
』58

、
一
九
八
八
年
九
月
）、
栩
木
伸
明
「
文

化
を
密
偵
す
る
二
重
国
籍
者
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
見
た
ロ
ン
ド
ン
」（『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』25

、

一
九
八
九
年
）、
紅
野
敏
郎
「「
学
鐙
」
を
読
む
（
二
〇-

二
二
）
昇
曙
夢
・
野
口
米
次
郎―

上
中
下―

」

（『
學
燈
』87-8

～10

、
一
九
九
〇
年
八-

十
月
）、
岩
原
康
夫
「
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
と
野
口
米
次
郎
」

（『
工
学
院
大
学
共
通
過
程
研
究
叢
書
』28

、
一
九
九
〇
年
）、
曾
根
博
義
「
翻
訳
と
日
本
語
の
壁―

ジ

                                        
 

ョ
イ
ス
受
容
史
の
一
側
面
」（『
昭
和
文
学
研
究
』31

、
一
九
九
五
年
七
月
）、
深
沢
忠
孝
「
ヨ
ネ
・
ノ

グ
チ
論
序
説―

芭
蕉
と
の
か
か
わ
り
」（『
国
際
経
営
論
集
』13

、
一
九
九
七
年
）、
小
野
孝
尚 

お
の
こ

う
し
ょ
う
「
野
口
米
次
郎
研
究
ノ
ー
ト―

終
焉
の
地
茨
城
県
水
海
道
市
か
ら
」（『
茨
城
女
子
短
期
大
学

紀
要
』26

、
一
九
九
九
年
三
月
）、
沢
田
英
輔
「「
二
重
国
籍
者
」
の
行
方
」（『
詩
学
』
二
〇
〇
一
年
九

月
）、
中
山
弘
明
「
野
口
米
次
郎
の
翻
訳
言
語―

第
一
次
大
戦
期
の
日
本
文
化
論
」（『
日
本
近
代
文
学
』

66

、
二
〇
〇
二
年
六
月
）、
羽
賀
祥
二
「
日
本
近
代
に
お
け
る
「
伝
統
」―

内
在
す
る
価
値
と
力
を
め
ぐ

っ
て
」（『
歴
史
評
論
』647

、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
や
、
橋
本
順
光
「
茶
屋
の
天
使―

英
国
世
紀
末
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
『
ゲ
イ
シ
ャ
』(1896)

と
そ
の
歴
史
的
文
脈
」（『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
』23

、
二
〇
〇
三

年
）、
橋
本
順
光
「『
偉
大
な
人
種
の
消
滅
』
北
欧
人
種
と
優
生
学
」
他
（『
ア
メ
リ
カ
一
九
二
〇
年
代―

ロ
ー
リ
ン
グ
・
ト
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ズ
の
光
と
影
』
金
星
堂
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）
な
ど
が
あ
る
。 

特
に
、
野
口
に
注
目
し
た
研
究
を
続
け
て
い
る
研
究
者
と
し
て
は
、
和
田
桂
子
氏
（「
ジ
ョ
イ
ス
と
野

口
米
次
郎
」（『
ユ
リ
イ
カ
』30-9

、
一
九
九
八
年
七
月
）、
連
載
「
野
口
米
次
郎
の
ロ
ン
ド
ン
」（『
大

阪
学
院
大
学
外
国
語
論
集
』33

～
、
一
九
九
六
年
三
月
～
等
）、
伯
谷
嘉
信
（H

akutani Yoshinobu

）

氏
（
前
述
、
注
三
一
）、
ま
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
ー
ク
ス(Edw

ard M
arks)

氏
（‘W

hat about M
y 

songs: Yone N
oguchi in the W

est’

（M
odernity in East-W

est Literary Criticism
: N

ew 
Readings

）
や
「Yone N

oguchi in W
.B.Yeats’s Japan(1,2)

」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
・

人
文
学
科
編
』
一
八
、
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
二
月
、
九
月
）
な
ど
が
あ
る
。 

51 

こ
の
『
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
英
文
著
作
集
』
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
集
は
、「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
と
リ
ト
ル
・
ポ

エ
ト
リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
」(

全
三
巻)

と
題
し
て
亀
井
俊
介
氏
の
監
修
・
解
説
で
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に

刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

52 

稲
賀
繁
美
「
い
ま
〈
世
界
文
学
〉
は
可
能
か
？――

「
全
球
化
」
の
な
か
で
二
十
一
世
紀
の
比
較
文

学
の
現
在
を
問
う
」『
比
較
文
学
研
究
』
九
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
三
頁
。 

53

亀
井
俊
介
「
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
と
ア
メ
リ
カ
詩
壇
」（『
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
研
究
・
二
』、
四
四-

七
一

頁
）、
渥
美
育
子
「
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
文
学
と
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
」（『
論
集
青
山
学
院
大
学
一
般
教
育
部

会
』
一
四
、
一
九
七
四
年
二
月
）
な
ど
、
そ
の
他
。 

 
 


